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3 正式な表記は「京都四条 南座」であるが、本研究では「南座」で統一する。 































7 詳細については、アーツカウンシル・イングランドの HP を参照。 
8 ｢日本最高の芸術品を展示する｣｢テーマをスポーツに限定しない｣という方針の下に、
美術部門 4 種類(古美術、近代美術、写真、切手)、芸能部門 6 種類(歌舞伎、人形浄瑠
璃、雅楽、能楽、古典舞踊邦楽、民俗芸能)が実施された。 
9 芸術祭が都市のイメージと不可分に結びつく例については、Quinn (2005)を参照。 

































                                                   





ろい、(後略)｣と述べている。 ｢カジノ解禁 割れる賛否｣朝日新聞朝刊、2014 年 12 月
5 日。 













1.3 本研究の構成  
 
















                                                   
14 この表現は以下からの引用。｢第 2 巻の主題と内容について｣岩波講座歌舞伎・文楽



























































                                                   
15 歌舞伎俳優は、人生において何度も改名を行うが、本章では当時の名前を記載する。  
16 本章では、歌舞伎の事象を扱うため、和暦を表記し、適宜( )内に西暦年を付した。 
17 服部・富田・廣末 (2011: 6) 
18 文化財保護法第 4 条。政府、国民、所有者、関係者全員がその保存や活用に努める
もの。(同法第 3 条、第 4 条) 
19 ユネスコの「人類の口承及び無形遺産に関する傑作の宣言」において、日本の「能
楽」、「人形浄瑠璃文楽」、「歌舞伎(伝統的な演技演出様式によって上演される歌舞伎)」




21 服部・富田・廣末 (2011: 19) 
22 服部・富田・廣末 (2011: 6) 



























                                                   
24 詳細については、服部 (1997: 29-33) 
25 若衆歌舞伎については、武井 (1997: 41-43) 
26 野郎歌舞伎については、武井 (1997: 47-54) 
27 服部・富田・廣末 (2011: 6) 
28 和辻 (1955: 424-429)に詳しい。 
29 松崎 (1997) 




















                                                   
31 須山 (1997: 42-49) 




35 荻田 (1997)によれば、近代へ架橋する時期としての当期は重要である。 
36 芸能を専業とした芸人が集まって、寺社からの独占権を受け、経済生活の保証をは
かるために組織した芸団。江戸三座に限って興行が官許され、座元(主)は、その興行権
と所有権を世襲した。服部・富田・廣末 (2011: 190) 
37 江戸・明治期までは、最もポピュラーな演劇であり、庶民の最大の娯楽であった。
赤間 (1998: 285) 




40 天皇上覧の演劇をいう。明治 20 年(1887)政治家の井上馨邸にて、仮舞台が設置され、
初めての天覧歌舞伎が行われた。 
41 服部・富田・廣末 (2011: 284) 




























                                                   
43 今尾 (1997: 165-166) 
44 今尾 (1997: 170-172) 
45 明治 23 年 4 月 1 日～7 月 31 日、上野公園で行われた。出展品の販路拡大のために、
外国人客の誘致に力が入れられた。國 (2005) 
46 今尾 (1997: 172) 
47 今尾 (1997: 172) 
48 服部・富田・廣末 (2011: 10) 
49 当時は、｢しょうちく｣ではなく｢まつたけ｣と読む。松竹は、明治 28 年(1895)年を創
業の年にしている。 
50 大笹 (1997)を参照。 




史本史 (1996: 160) 
53 この頃は、旧体制からの脱却の時期にあたり、興行主と興行の方法の関係に大きな


























                                                                                                                                                         
期には松竹合名社となる。松竹百年史本史 (1996: 160) 
54 大笹 (1997: 192) 
55 服部・富田・廣末 (2011: 18) 
56 松竹が全歌舞伎俳優を掌握した経緯については、大笹 (1997: 186) 
57 白井の方針については、水落 (1997)に詳しい。 
58 「新松竹トラストとして、(中略)当時としては膨大な資本金を以って発足した」 詳
細は、松竹百年史本史 (1996: 224) 
59 松竹百年史本史 (1996: 5)。また、松竹株式会社 HP を参照すると、大正 9 年(1920)11
月 22 日を会社設立とする。 
60 服部・富田・廣末 (2011: 10) 
61 しかし専属技芸者がいないため、俳優や音楽関係の実技者は松竹から借りて公演を
実施しなければならなかった。松井 (1997: 254-255) 































                                                   

























                                                   
64 「上方」を「京都・大坂とその周辺地域」とし、「周辺地域」の範囲は堺、奈良、大
津、伏見などをその範囲としている。斉藤 (2005: 19) 
65 水落 (1990: 9) 
66 「昭和 30 年代前半までの歌舞伎界は、松竹の傘下で東京の 3 劇団と関西歌舞伎の
四つの勢力に分かれていた」。大阪秋のまつり平成 12 年度大阪府立中之島図書館特別
展示、展覧会図録 (p.3 であるが、全編ともにページ無記載)。 
67 大阪の演劇雑誌の伸長消滅については、森西 (1998: 98-104) 
68 服部・末吉・藤波 (1998: 616) 
69 森西 (1998: 104) 
































                                                   
72 巻頭記事「大阪の文化と芸能 3、楽観と悲観の劇壇評交錯点綴、上方歌舞伎の流れ
を辿る」『上方芸能』 (64 号: 14-20) 
73 この出版時にはすでに「関西で歌舞伎を育てる会」の第一回の公演活動が始まって
いたが、当時の状況を直接的に反映しているものとして読み取れる。 
74 服部・末吉・藤波 (1998: 552) 
75 ｢戦前では、初世中村鴈治郎 (1860-1935) の死去により、近代における第 1 回目の
「上方歌舞伎」の終焉とみなされる｣。水落潔 (1997: 201) 























                                                   
77 大阪秋のまつり平成 12 年度大阪府立中之島図書館特別展示、展覧会図録 (p.13 で
あるが、全編ともにページ無記載)。 
78 「上方歌舞伎の衰退」という章には、時系列の詳細な記述がある。(権藤 2005:1-17) 
79 東京の歌舞伎俳優では、十三世守田勘弥 (昭和 7 年没) 、十一世片岡仁左衛門 (同 9
年没) 、六世尾上梅幸 (同 9 年没) 、七世市川中車 (同 11 年没) 、五世中村歌右衛門 (同
15 年没) 、二世市川左団次 (同 15 年没) などが相次いだ。 
80 服部・末吉・藤波 (1998: 615) 
81 大阪秋のまつり平成 12 年度大阪府立中之島図書館特別展示、展覧会図録 (p.13 で
あるが、全編ともにページ無記載)。 
82 大阪秋のまつり平成 12 年度大阪府立中之島図書館特別展示、展覧会図録 (p.13 で
あるが、全編ともにページ無記載)。 













公演。六世坂東蓑助89を指導役とした。昭和 24 年(1949)12 月 7 日から 10 日間、大阪
四ツ橋文楽座で関西実験劇場公演として｢熊谷陣屋｣と｢野崎村｣が上演された。第二回
は翌年 5 月同じく四ツ橋文楽座にて行われた。以後は松竹の本公演に組み込まれ90、





                                                   
84 演出家・演劇研究家・劇評家・映画監督(1912-1988)。大阪市生まれ。「関西実験劇
場」での意欲的演出は、のちに「武智歌舞伎」と通称され、多大な影響を与えた。最
新歌舞伎大事典 (2012: 323) 
85 新聞記者・演劇評論家。昭和 33 年(1958)には、衰退する上方歌舞伎を憂い、「上方
歌舞伎七人の会」を結成。3 回の公演を実施した。上方芸能事典 (2008: 549) 
86 十三世(1903-1994)。戦後、不振の上方歌舞伎復興に尽力した。上方芸能事典 (2008: 
124) 
87 服部・富田・廣末(2000: 257-258) 
88 武智については『歌舞伎 研究と批評』3 号、歌舞伎学会、1989 年、pp.3-39 に「武




90 「実験劇場の名で 3 回実施したあと、松竹により「花形歌舞伎」として興行され、
昭和 27 年には消滅する」。松井 (1997: 246) 
91 「その後、武智は、能・狂言・オペラなどの分野で実験的な試みをした後東京へ移
り、昭和 37 年からは松竹の歌舞伎に協力したり、日生劇場の歌舞伎公演をプロデュー





二郎(延若)、中村扇雀らの歌舞伎俳優である。第一回公演は、昭和 33 年(1958)8 月 28
日～30 日まで、大阪毎日ホールで行われた。第二回公演は、翌 34 年 7 月 10 日～12
日まで、同じく大阪毎日ホールで行われた。第三回公演は、翌 35 年に開催予定であっ
たが、直前になり、中止が発表された93。そのため、2 年後の昭和 36 年(1961)8 月 25
日～27 日まで、毎日ホールで行われたが、財政的な事情のため、3 回で終わった。 
 
｢仁左衛門歌舞伎94｣: 十三世片岡仁左衛門が主宰者となり、昭和 37 年(1962)8 月 19 日
～26 日四ツ橋文楽座で公演を行った。第二回公演は、昭和 38 年 7 月四ツ橋文楽座、
第三回公演は、昭和 39 年 7 月朝日座、第四回公演は、昭和 40 年 5 月南座、第五回公





1955～1958 年を対象とする演劇史のなかで、「昭和 30 年」を「末期症状の関西歌舞
伎97」と表現する。演劇評論家の権藤が、「そりゃ、歌舞伎がなかったんですから。『幕間




36 年(1961)3 月から 20 ヶ月間は歌舞伎の上演が皆無となり、大阪万博が開催された高
                                                   
92 詳細は、権藤 (2005: 157-169) 
93 そのため、史料により第三回公演はなかったと記載されている場合もある。例えば、
服部・富田・廣末(2000: 483) 
94 服部・富田・廣末(2000: 483-484) 
95 詳細については、松井 (1997: 245-249)を参照。 
96 「関西歌舞伎は戦後ふるわず、(中略)関西での歌舞伎公演は、昭和 30 年代にはきわ
めて低調」とある。服部・末吉・藤波 (1998: 627) 
97 大笹 (2009: 3)  
98 大阪大学大学院文学研究科演劇学研究室刊『まくあい』21 号、2000 年発行、に所
収された「座談会・二十世紀の歌舞伎を振り返る」が初出。座談会は平成 12 年 3 月
30 日。権藤 (2005: 212) 
17 
 
度成長期の同 45 年(1970)には、1 度99という有り様であった。「これらの自主公演と京
都南座の顔見世以外に、関西では年間ほとんど歌舞伎興行が見られない時期が続いた。
昭和 40 年代(1965-)後半から年に 1、2 度公演が行われるようになったが、関西在住の
俳優は大半が東京へ移住した。すでに、関西歌舞伎の名称は消滅したといってよい100」







入場者 5 割をもって採算点とする。1 カ月の延べ数にして約 5 万人なのだが、先の 52







(1978) 57 号の 12 ジャンルには「歌舞伎」という項目はない107。つまり、上方芸能の
ジャンルに挙げられないほど、歌舞伎が低迷していたという実態がみえてくる。 
                                                   
99 日本俳優協会の歌舞伎公演データベースは本興行以外も含み歌舞伎公演の範囲の設
定が広いため、ここでは権藤 (2005: 109)を参照した。 
100 松井 (1997: 248) 
101 当時は大阪新歌舞伎座で「大阪顔見世」が行われていた。 
102 第 4 章で言及するが、この最後となった大阪顔見世の公演が澤村藤十郎の襲名披露
である。 
103 新修大阪市史編纂委員会 (1995: 810) 
104 「27,000 人、7,000 万円近い赤字を出した、といわれるから容易ではない。来年 5
月に予定していた『第十回大阪顔見世』はかくて流産。新歌舞伎座は 6 月予定の『山
本富士子公演』を繰り上げ」とあり、大阪顔見世が中止になったことが窺える。『上方
芸能』55 号、1978 年 1 月、p.4、「特集 大阪の揺れる観客動向」より。 
105 新修大阪市史編纂委員会 (1995: 810) 


































                                                   
108 「特集 歌舞伎と漫才を浮上さすための条件 変貌する年がもたらす転換期への対応」
『上方芸能』52 号、1977 年、p.21。 
109 ｢懇親会再録 問題点を探る メトロポリスにあえぐ伝統演劇｣『上方芸能』52 号、
1977 年、p.39。 
110 『上方芸能』60 号、1978 年、p.137。 
19 
 























                                                   
111 高田・後藤訳 (2009: 204-208) 
112 長谷編 (1997: 2); (溝尾 2009: 19) 
113 高田・後藤訳 (2009: 208) 
114 鈴木 (1974: 347) 
115 溝尾 (2009: 19)  
116 中尾 (2012: 3-4); 岡本 (2001: 6-7)また、「示す」には国威発揚の意味があり、軍事
の分野で使用されていた。それについては、上田 (2005)が時系列で「観光」の歴史的
用例を詳述している。  


























                                                   
118 堀川 (2003: 13); 大橋 (2010: 1); 岡本 (2001:6-7); 塩田 (1976: 41) 
119 溝尾の論考では、明治・大正時代にも「観光」の用語が現在の意味で使用される例




12 月 22 日朝刊。 
121 Kahn (1976) 





























                                                   
123 産業関係学科ホテル観光コースが、観光学科として独立した。 
124 小畑 (2012) 
125 観光学の確立に向けた課題については、(大橋: 2013; 橋本: 2013; 安村: 2013)の論
考がある。 






























                                                   
128 米浪 (2010: 73-81) 
129 中尾 (2012: 21-22) 
130 堀川 (2003: 89-90); 山下 (2011: 127) 



























ーリズム論について、集客と交流という 2 つの視点で捉えることに着目した。 
 
 
                                                   
132 Ashworth (2003: 146); 訳は大橋 (2009: 28)による。 
133 大橋 (2010: 67) 



























                                                   

































                                                   
138 住民や都市ユーザー、ビジターの利便のためのインフラ整備という発想。観光の視
点がハード (景観や設備など) とソフト (公共サービスなど) の両方に組み込まれる
べきとしている。 
139 橋爪 (2002: 223-224) 
140 中尾 (2012: 29-32) 
141 川上 (2009: 58-60) 
142 井口 (2008: 87-90) 
























                                                   
144 井口 (2008: 89) 
145 Ashworth and Page (2011: 7) 
146 江戸期までは大阪を大坂と表記する。 
147 新修大阪市史編纂委員会 (1990: 818) 
148  『大阪春秋』誌のこの号には当時の「大阪名所案内」を再現した地図の付録があ
り、発行年の記載がなく明治 36 年ごろとされる。「特集観光都市おおさか」より。堀
田 (2009: 86-87) 
149 この映画について平成 21 年度に大阪大学総合学術博物館特別展「昭和十二年のモ
ダン都市へ―観光映画『大大阪観光』の世界―」が企画された。内容については橋爪
(2009b) 
150 これらのイベントは日中戦争の勃発により中止された。橋爪 (2009a: 56) 





























































                                                   





154 佐藤仁 (2008: 9) 
155 佐藤仁 (2008: 9) 



























                                                                                                                                                         
も、その土地に固有の自然の一部を構成する。②資源を見る眼に強く依存するために、
人間との相互作用が前提である。③同じモノにも異なる資源を見出すという具合に、
多義的な性格を持つ。佐藤仁 (2008: 28-29) 
158 佐藤仁 (2008: 28-29) 
159 ジンマーマンの 1933 年の著作については、ハンカ―が編集した 1985 年の訳著を
参照した。ジンマーマン (1985: 13) 
160 ジンマーマン (1985: 13) 
161 堂下 (2007: 273) 
162 「観光資源は自明の存在ではなく、観光がすべてを商品化する以上、すべての事物・




























                                                   
163 文化資源学会 HP 参照。 
164 有形、無形、民族文化、記念物、文化的景観、伝統的建造物群。文化財保護の体系
については、文化庁監修 (2009: 222)を参照。 
165 歴史上、芸術上、学術上顕著な普遍的価値を有している記念工作物、建築物群、遺
跡。世界遺産条約についての詳細や定義など、文化庁監修 (2009: 112)を参照。 
166 伊藤 (2009: 321) 





























                                                   
168 伊藤 (2010: 70-71) 
169 例えば、合掌造りにおける「結」では、家屋の普請・屋根葺きというイベントを相
互互助する伝統組織。垣内 (2011: 45) 
170 伊藤 (2010: 71) 
171 Zimmermann,E. (1933) 
172 山下 (2007b: 15) 
173 (内堀 2007; 佐藤仁 2008;  山下 2007b) 
174 森山 (2007: 67) 
32 
 



























                                                   
175 山下 (2007b: 15-17) 
176 竹口 (2013: 85) 
177 竹口 (2013: 85) 































                                                   

































                                                   



























2010 年の同会結成 30 周年では、十五世片岡仁左衛門丈と「関西・歌舞伎を愛する会
七月大歌舞伎」公演の記者発表の場に臨み、初日のみ大阪松竹座の舞台に立った。 
                                                   
























く桂枝雀』 (サンケイ出版) 、『なにわ筆がたり 中川絹子 桂米朝と一門をささえた半









                                                   
184 歌舞伎の技法や様式を生かしながら、現代の感覚も取り入れた三世市川猿之助の新
作をスーパー歌舞伎という。代表的なものに｢ヤマトタケル｣｢新・三国志｣など。 










インタビューをもとに得た知見を、第 4 章、第 6 章で検討する。なお、第二期につい



















































                                                   
186 本章では、役職名や歌舞伎俳優の名前は当時のものである。 





図 1: 第一回公演における初めての船乗り込み 
 










                                                   
188 松竹百年史本史 (1996: 376) 
189 松竹百年史本史 (1996: 393) 
190 冒頭の「写真で見る松竹百年」の「歌舞伎ブームの到来から新世代の演劇へ」の項
に「昭和 62 年 5 月 30 日道頓堀での船乗り込み」として写真が掲載されている。松竹






























                                                   
191 チラシの日付は同 6 月 1 日。開催日は 6 月 26 日(木) PM6:00～8:00、ホテルプラ
ザ 2 階 醍醐の間 (大阪市大淀区大淀町 2-2 電話 453-1111) 立食パーティー、¥10,000 
192 当時のチラシの原本より。同会提供内部資料。 






























                                                   
194 高畑 (1982: 241) 
195 鉄鋼労連・住友金属労組のこと。高畑 (1982: 208) 
196 電労連・関西電力労組のこと。高畑 (1982: 208) 
























わった。しかし 100 枚持って行って中川さん 5 枚売れましたと言われた。これが大阪
の財界であった。延若さん (注: 人気の高い大阪の歌舞伎俳優) と一緒に行くんですが、
それでも関心が高まらなかった203｣という徒労の色がにじむ。当時、大阪新聞社編集委
員であった廓正子は、藤十郎の奮起の背景について経済界への批判とともに説明する。 
                                                   
198 川島事務局長へのインタビュー、2014 年 5 月 12 日。 
199 川島事務局長へのインタビュー、2014 年 6 月 6 日。 
200 事実は 3 年前である。 
201 川島事務局長へのインタビュー、2014 年 5 月 12 日。 
202 初出は、『演劇界』1989 年 1～12 月号。権藤 (2005: 110) 
203 中川芳三松竹常務取締役の発言。｢座談会 思い出深い中座とお別れ｣『大向う』第































                                                   







2014 年 11 月 3 日。 




























                                                   
209 吉浦支配人へのインタビュー、2014 年 11 月 22 日。 



















として賛同を得るための依頼文である。巻末資料 3 には同会会則、巻末資料 4 には発
起人の依頼先がそれぞれ公開されている。こうして 1979 年 2 月 20 日の日付で「関西











                                                   





























































布などである。設立時の事務員は 5 名のうち 4 名が専従であり、川島事務局長は兼任
である223。事務局の開設日は、記者会見の 1978 年 12 月 20 日の翌日である。 
                                                   
218 趣意書の結びには、昭和 53 年 12 月 20 日付とある。この引用は、機関誌『大向う』
創刊号、1979 年 11 月 1 日、p.11 より。 
219 現産経新聞。当時はサンケイ新聞とカタカナで表記。サンケイ新聞、1978 年 11 月
10 日付。 
220 巻末資料 3 を参照。 
221 後述するが、大阪府はこの時点では参加していない。 
222 一般の歌舞伎ファンも参加できるシステムとし、年会費を 1 口 5,000 円(2015 年現




このような経緯をたどり、ようやく 1978 年 12 月 20 日に設立の記者会見が開かれ
























                                                                                                                                                         
走り回っていましたので、実質は専従ですが）」。川島事務局長への e-mail によるイン
タビュー、2014 年 12 月 17 日。 
224 1959 年からサンケイ新聞と紙面調整をした時期を経て、現在の産経新聞と紙面統
合された。 
225 廓氏へのインタビュー、2014 年 11 月 3 日。 
226 読売新聞、1978 年 12 月 21 日付。 















トワークが形成され、1978 年 12 月に「育てる会」が発足したのである。同会結成の



































                                                   


























であった。結果、開演時間は昼の部が 1 時、夜の部は 6 時 15 分。入場料231は 3,800
円、2,300 円、1,500 円、学生 2,500 円232」という低廉な価格を設定した。そして、切
符の販路の拡大は事務局が担った。松竹がこうした企画をもとに公演内容の制作を行
い、同会と松竹との関係は｢協力関係｣である。 
                                                   
229 廓氏へのインタビュー、2014 年 11 月 3 日。 
230 この引用についての初出は、『演劇界』1989 年 1～12 月号。権藤 (2005: 112) 
231 これらの料金については、｢演劇年鑑」1980 年版をもとに調査・確認した。 












賞に特化した活動方針という点が、これまでには類をみないのである。1969 年 11 月







労働運動を目指す活動を行っていた239。民労協第 10 回総会資料には、「1. 淀川の水質
問題や光化学スモッグ対策、2. 万国博跡地利用とエキスポランド入場料の引き下げ、
3. 戻し税減税の実現と減税要求国民大行進の実施、4. 関西産業労使会議の発足、5. 市
民の健康を考える運動｣などが、設立以来の活動としてあげられ、｢今日まで労働組合
が取り組まなかった社会問題、地域問題などを中心にユニークな活動を展開」したと
                                                   




235 高畑 (1982: 71) 
236 高畑 (1982: 81) 
237 設立までの経緯や各組織団体の詳細については高畑 (1982) に詳しい。特に民労協
設立については、pp.208-204。 
238 高畑 (1982: 204) 






























                                                   
240 民労協第 10 回総会資料、p.2。川島事務局長より提供の資料。 
241 ｢会の活動がこれまで継続出来た要因は｣という質問に対し。川島事務局長へのイン
タビュー、2014 年 10 月 26 日。 
242 ｢関西歌舞伎は、戦後ふるわず、内紛や離散もあって｣服部・末吉・藤波 (1988: 627)
という当時の事情は、さまざまな歌舞伎関連の文献や雑誌で記載されている。例えば
松井 (1997: 245-248)｢関西歌舞伎と武智歌舞伎｣の章に詳しく記載されている。 


























                                                   
244 河内氏へのインタビュー、2014 年 11 月 6 日。 






文化プロデューサーを輩出している。本田 (2012: 180) 
248 知人を介しての藤十郎と高畑が初対面となった会食での発言、川島事務局長へのイ


























そして大阪勤労者演劇協会 (以下、大阪労演) がつくられ、全国労演連絡会議 (通称｢労
演｣) として発展的に改組され、演劇鑑賞運動が展開された。1962 年 4 月における労
                                                   
249 「この人」欄、「歌舞伎革命に情熱の炎」という小見出し、報知新聞朝刊、1978 年
12 月 26 日付。当時藤十郎は 35 歳である。 
250 松竹演劇部長山口進氏の座談会での発言「従来の歌舞伎のファンは大阪ではおよそ
3 万人とみているんです」『上方芸能』64 号、1980 年 1 月、p.23。 
251 永山 (1995: 118) 
252 永山 (1995: 117) 
253 芸能文化情報センター (1997: 24-25) 
56 
 
演の会員数は 20 万 4,000 余名と記録されている254。労演は新劇を中心とする大衆性の
強い演劇を対象としていた。1978 年に設立 30 周年を迎えた大阪労演は、それまでの
のべ観劇者数の 350 万人255という数字を記録したのだった。しかし、大阪労演256は、
















んは、役者につくもので、番頭さん (注: 歌舞伎俳優に付くマネージャー) が切
                                                   
254 服部・末吉・藤波 (1998: 663) 
255 新修大阪市史編纂委員会 (1995: 809-810) 
256 大阪労演は時代的状況の変化のなかで運営に困難をきたすようになり、2007 年に
解散。 
257 新修大阪市史編纂委員会 (1995: 809) 
258 「特集 大阪の揺れる観客動向: 労演の衰退と危機の上方歌舞伎」『上方芸能』55
号、1978 年 1 月、p.3-4。 
259 佐藤 (1999: 246-247) 
260 佐藤 (1999: 246) 
261 「音楽の鑑賞運動、その最大勢力と目される関西民音」は「組織会員数は創価学会
を母体にして全域で 30 万人と史上最高。だが、会員 1 人あたりの年間鑑賞回数は平均
2 回未満、60 万人を割る」とある。「特集 大阪の揺れる観客動向: 斜陽の漫才王国と






























                                                   
262 吉浦支配人へのインタビュー、2014 年 11 月 22 日。 
263 高畑 (1982: 204) 















劇場である。昭和 48 年から 51 年の間、 (中略) 稼働率、すなわち入場者数をキャパ
シティ (2,000 人) で割った数字は、年平均 76～78%を占めて、よく健闘していたので
ある269」という。歌舞伎は大衆的な娯楽とは大きくかけ離れ、新規の観客を獲得する
ことは至難の技であった。松竹は、労働組合による切符の販路の拡大を商機として捉










                                                   
266 川島事務局長へのインタビュー、2014 年 6 月 6 日。 
267 吉浦支配人へのインタビュー、2014 年 11 月 22 日。 
268 新修大阪市史編纂委員会 (1995: 810-811) 
269 新修大阪市史編纂委員会 (1995: 811) 
270 松竹株式会社 (1996: 545) 
























                                                   
272 大阪都心部を中心として、朝日新聞社｢朝日会館｣、｢フェスティバルホール｣、朝日
放送｢ザシンフォニーホール｣、毎日新聞社｢毎日ホール｣、読売新聞社｢よみうり文化ホ
ール｣、産経新聞社｢サンケイホール｣の運営が行われてきた。本田 (2012: 179) 
273 本田 (2012: 179) 
274 サンケイ新聞記者後藤佐敏氏の発言。機関誌『大向う』創刊号、1979 年 11 月 1 日
発行、p.27。 
275 機関誌『大向う』創刊号、1979 年 11 月 1 日発行、p.27。 
276 元専務取締役。故人。 
277 17 年後の座談会での発言。「 (取材のヘリコプターに) 涙が出てきました。そんな
ことは今まで有り得ない事だったのです」中川芳三松竹常務取締役の発言。｢座談会 思
い出深い中座とお別れ｣『大向う』第 32 号、1996 年 12 月 30 日、p.40。 





























の｢教育はチャージ (充電) 、文化の機能はディスチャージ (放電) であるため、チャ
                                                   
279 中川芳三松竹常務取締役の発言。｢座談会 思い出深い中座とお別れ｣『大向う』第
32 号、1996 年 12 月 30 日、p.40。 







ーマとなったのである283。黒田知事は、同会第一回公演のひと月前の 1979 年 4 月 9
日の大阪府知事選挙に敗北し、代わって民労協などが支援した岸昌新知事が誕生する
ことになる。その状況について、｢共産党、革自連の推す黒田了一に対抗して辛勝。岸
昌 1,792,856 票、黒田了一 1,1671,812 表、その差 12 万 1 千票、黒田の敗戦は無念だ















                                                   
281 「文化開発論」に「充電と放電」の言及がある。梅棹 (1993: 479-480) 
282 自治体文化行政の誕生と行政の文化化についての全国の詳細などは、野田 (2014: 
21-33)に詳しい。 
283 本田 (2012)に当時の政策提言の考察・意義がある。 



































                                                   
287「五月大歌舞伎を祝して」1979 年 5 月朝日座、劇場パンフレット、p.14。 





























                                                   
289 岸知事のもとで設置され、「大阪府文化問題懇話会」として梅棹忠夫を座長とした
9 名で構成された。 
290 木村氏へのインタビュー、2014 年 9 月 6 日。 
291 木村氏へのインタビュー、2014 年 9 月 6 日。 































                                                   
293 河内氏へのインタビュー、2014 年 11 月 6 日。 






























                                                   
295 新修大阪市史編纂委員会 (1995: 83) 
296 新修大阪市史編纂委員会 (1995: 82-84) 










































に終わらせなかったその継続性にある。第二回公演は、翌 1980 年 6 月に道頓堀の中
                                                   
298 佐藤 (2007: 46) 
299 大阪市が初めて行った観光客動向調査表には、「来阪の目的」に対する選択肢欄は、
｢観光｣と「観劇・ショッピング」が別々に設定されている。(大阪観光協会 1982:15) 
300 木村氏へのインタビュー、2014 年 10 月 27 日。 



























                                                   
302 当時、文楽は、大阪での 1982 年の国立文楽劇場の完成を待つなど、歌舞伎より安
定した状況であった。 
303 中座前では新国劇、角座前ではかしまし娘らなどが出迎えた。権藤 (2005: 111) 
304 劇場の外へ掲出した庵看板。 
305 連載記事「おおさかジャーナル」に「結成公演、盛況裡に『関西で歌舞伎を育てる



































                                                   
308 佐藤 (2007: 46) 
70 
 














第 5 章 第二期を対象とする先行研究と分析視点: 観光資源の価値 
 

























                                                   
309 『梅棹忠夫著作集』は章立てされておらず、論稿をまとめた構成である。この論稿集
は「都市神殿論」に収められている。梅棹 (1993: 285-286) 














(1994) の研究を参照する。表 1 は、同社の前身である財団法人日本交通公社が 1974
年に行った観光資源の分類313を踏襲したものである。その結果、自然観光資源と人文




表 1: 財団法人日本交通公社調査部編 (1994) による観光資源の分類 










城 跡 ・ 城 郭 
庭 園 ・ 公 園 
歴 史 景 観 
年 中 行 事 
碑 ・ 像 
橋 
近 代 公 園  
建 造 物  ※ 1 
観 覧 施 設 Ⅰ  ※ 2 
観 覧 施 設 Ⅱ  ※ 3 
観 覧 施 設 Ⅲ  ※ 4 
                                                   




313 それは全国 7,000 件の観光資源を調査し、ランク分けを行い分類された量的研究で
ある。 








岩 石 ・ 洞 窟 
動 物 
植 物 
自 然 現 象 
※1  建造物－都市建造物，産業観光施設，その他建造
物 
※2  観覧施設Ⅰ－動物園，植物園 
※3  観覧施設Ⅱ－博物館，美術館 
※4  観覧施設Ⅲ－水族館 










表 2: 溝尾（2008）による観光資源の分類 
自然資源 
1．山岳  2．高原  3．原野  4．湿原  5．湖沼  6．峡谷  7．滝  8．河川  9．海岸 
10．岬  11．島嶼  12．岩石・洞窟  13．動物・植物  14．自然現象 
人文資源 
1．史跡  2．寺社  3．城跡・城郭  4．庭園・公園  5．年中行事  6．碑・像  7．建造物  8．








                                                   






























                                                   
316 岡野 (2004: 229) 
317 岡野 (2004: 227) 




























                                                   
319 中野・五木田 (2014) 
320 同研究は、観光研究者や観光実務の専門家、外部の専門委員によってなされ、氏名
が公表されている。中野・五木田 (2014: 23) シンクタンクである同社の情報発信力か
ら、ここで提示された観光資源の捉え方は大きな影響力を持つことが予測される。 
321 財団法人日本交通公社調査部編(1994) 















以上の評価のもと分類された観光資源の種別が表 3 である。それぞれ自然資源が 10
種別、人文資源が 14 種別の合計 24 種別の分類が設定される。さらに 293 件の具体的
な事例について 24 種別へ分類・ランク付けし、集計したものが表 4 である。表 5 につ
いては、表 4 で選ばれた各観光資源リストから、「都道府県」欄の｢大阪｣のみを抽出し
作成した。ただし｢芸能・興行・イベント｣については、全項目の 14 資源を記載した。 





れは 4 章で検討した都市ツーリズムの捉え方とも通底する。さらに表 3 の 14 の｢集落・
                                                   
323 中野・五木田 (2014: 20); 寺崎 (2014: 49) 
324 中野・五木田 (2014: 22) 
325 ソフト・パワーの行使による文化的活動機関として、例えば、ブリティッシュ・カ
ウンシルやゲーテ・インスティチュート、日本の国際交流基金、アリアンス・フラン
セーズなど。スロスビー (2014: 194) 
326 スロスビー (2014: 194) 
327 中野・五木田 (2014: 20) 
328 中野・五木田 (2014: 20-21) 






























                                                   
330 中野・五木田 (2014: 21) 
331 寺崎 (2014: 50) 
332 今後の取り組みとして、準 A 級や B 級の資源軍の再評価作業が研究課題であると
















表 3: 観光資源の種別 






























出典) 中野・五木田  (2014: 22) 
 




























特A級 5 1 1 2  3   3  15 
A 級 32 13 13 18 5 22 6 11 14 9 143 
































                                                   
333 寺崎 (2014: 50) 
79 
 










特A級 5 1 1 2  3   3  1 2 2 2 40 
A 級 32 13 13 18 5 22 6 11 14 9 4 31 19 12 253 
合計 37 14 14 20 5 25 6 11 17 9 5 33 21 14 293 
出典) 中野・五木田  (2014: 23) 
 
表 5: 「特 A 級・A 級観光資源一覧」より「大阪」の資源を抜粋 
種別 評価 資源 都道府県 
11 史跡 特 A 級 百舌鳥・古市古墳群(仁徳天皇陵・応神
天皇陵) 
大阪 
12 神社・寺院・教会 A 級 四天王寺 大阪 
 A 級 住吉大社 大阪 
13 城跡・城郭・宮殿 A 級 大阪城(大阪城公園) 大阪 
14 集落・街 A 級 道頓堀 大阪 
17 建造物 A 級 大阪中央公会堂 大阪 
 A 級 太陽の塔 大阪 
18 年中行事 A 級 天神祭 大阪 
 A 級 岸和田地車祭 大阪 
20 博物館・美術館 A 級 国立民族博物館 大阪 
21 テーマ公園・テーマ
施設 
A 級 ユニバーサル・スタジオ・ジャパン 大阪 
23 食 A 級 大阪のたこやき 大阪 
24 芸能・興行・イベン
ト* 
特 A 級 歌舞伎座で上演される歌舞伎 東京 
 特 A 級 国技館で開催される大相撲 東京 
 A 級 国立能楽堂で上演される能・狂言 東京 
 A 級 末廣亭で上演される演芸 東京 
 A 級 国立劇場で上演される歌舞伎・文楽 東京 
 A 級 鈴本演芸場で上演される演芸 東京 
80 
 
 A 級 箱根駅伝 神奈川・東京 
 A 級 南座で上演される歌舞伎 京都 
 A 級 都をどり(祇園甲部歌舞練場) 京都 
 A 級 国立文楽劇場で上演される文楽 大阪 
 A 級 なんばグランド花月(NGK)で上演され
るお笑い 
大阪 
 A 級 宝塚大劇場で上演される歌劇 兵庫 
 A 級 全国高等学校野球選手権大会(夏の甲
子園) 
兵庫 


















                                                   
334 本節で扱う芸術文化という用語について、ここでは一般的な用語として使用する。
文化政策学における芸術文化の概念については、山﨑 (2009: 31-31) 




















                                                   
336 後藤 (2005: 55-56) 
337 中川 (1998: 187) 
338 訳は externality。本文中の説明と例示は片山による。片山 (2009: 147) 
339 この二重性は、次の段落で述べるボウモルとボウエンによる概念。また、後述のス
ロスビーでは、経済的価値と文化的価値の二面性として、価値の二重性を提起する。
後藤 (2005: 50) 








野田の見解に従う。野田 (2014: 49) 
344 Baumol and Bowen (1966) 邦訳より引用。ボウモル・ボウエン(1994: 496-500) 
345 中川 (1998: 187); 後藤 (2005: 51-52); (2005: 77-78); 片山 (2009: 150-158); 野田 




























                                                   
346 「国のレベルでは、有名な舞台芸術団体が観光の貴重な呼び物として役立っている」
ボウエン・ボウモル (1994: 497) 
347 片山 (2009: 150-154) 

































                                                   
350 Frey and Pommerehne (1989: 19) 


























り巻く法的状況を考察し、6 章の分析視点とする。  
 
                                                   
352 Throsby (2010); 後藤・阪本監訳 (2014: 293) 「監訳者あとがき」からの引用。 
353 Throsby (2010); 後藤・阪本監訳 (2014: 297) 「監訳者あとがき」からの引用。 
354 Throsby (2010); 後藤・阪本監訳 (2014: 297) 「監訳者あとがき」 
























                                                   
356 本項では、歌舞伎に関する事項を扱うため、和暦西暦併記とする。 
357 山田 (1997: 167) 
358 短期公演のための特設舞台などがあるが、本研究では定期的な商業的興行を扱うと
いう主旨のもと、それらは対象外とする。 
359 劇場史研究について、徳永(1999: 10-16)が網羅し体系化している。 
360 松竹株式会社 (1997: 2) 
361 近代になり、朝日座と入れ替わった。森西編 (2008: 397) 
362 弁天座を事例にした、劇場の近代化についての考察は、徳永 (2000: 39-45) 
363 森西編 (2008: 397-400) 
364 松竹は明治 38 年(1905)に鴈治郎と提携し、翌年南座と中座を直営劇場とした。 
365 松竹百年史本史 (1996: 169) 
























                                                   
367 中座を皮切りに、松竹は道頓堀五座の経営に当たった。 
368 梅田コマ劇場においても歌舞伎公演が行われたが、ここでは言及しない。 




371 中川芳三 (2010: 24) 
372 中川芳三 (2010: 24) 












同 23(2011)年にそれぞれ年 1 回、同 24(2013)年には年 2 回377と、歌舞伎興行も行われ
ている。 
｢育てる会｣設立の 4 年後の昭和 61(1986)年に同会が自主公演を行った国立文楽劇場

















                                                   
376 歌舞伎の批評家などに｢悪趣味｣と評価が低かった大阪新歌舞伎座について、興行主
である松尾国三が果たした役割を中心に言及される。劇場の機構と猿之助の演出につ
いて興味深い懐旧もある。神山 (2010: 47-50) 
377 演劇年鑑 (2011); (2012); (2014) 























どった｣とある386。平成 6(1994)年に起工式387、翌年(1995)9 月 28 日に上棟式が行われ
388、同 9(1997)年 3 月に新築開場の運びとなった。現在は歌舞伎をはじめ、ミュージ
                                                                                                                                                         
行われる。 
380 森西編 (2008: 90-91) 
381 松竹百年史本史 (1996: 526) 
382 松竹楽劇部のレビューと外国映画の組み合わせという興行スタイルをとり、「斬新
な試み」や「ハイカラな劇場」であった。松竹株式会社 (1997: 2) 
383 徳永 (2000: 49) 
384 松竹百年史本史 (1996: 540) 
385 凱旋門とあるのはネオ・ルネッサンス様式の大阪松竹座の正面ファサードにある、
2 階から５階にかけての大アーチの形状のこと。 
386 中川 (1997: 26) 
387 松竹百年史本史 (1996: 541); (1996: 446) 
























                                                   
389 プロセニアムとは、古代ギリシャ・ローマで舞台という意味。客席と舞台の境にあ
る間口のこと。(広辞苑第五版) 
390 花道の途中にある迫り (人物を昇降させる舞台機構) のこと。 
391『かぶく (傾く) 』という言葉が象徴するように、歌舞伎は動的・具体的であり、歌
舞伎の劇場は、本来、客席と舞台が一体となり、そこから歌舞伎特有の熱気が生じてい
た。山崎 (1987: 45) 
392 山崎 (1987: 45-46) 
393 大阪の国立文楽劇場においても歌舞伎の短期公演は行われているが、本興行がひと
月を単位とするため記載しない。 
394 水島 (1994: 103) 









劇場の規模では、(1) 小ホール、(2) 中ホール、(3) 大ホール、とあり、客席数は、
それぞれ、(1) 499 人以下、(2) 500～999 人、(3) 1,000 人以上、と分類できる400。松
竹の直営劇場は、1,000 名以上を収容できる劇場が基本である。｢関西で歌舞伎を育て
る会｣の第一回公演が行われた朝日座は 1,000 席、第二回公演から第七回公演が行われ
た中座が 1,032 席を、そして、第八回公演から 1997 年の松竹座へ移動するまでは、改
築後の 802 席に減数した、中劇場の中座で行われた。表 6 にあるように、歌舞伎の本

















400 伝統芸能の上演劇場として、中村 (1994: 30-34)に依拠した分類であるが、ジャンル
により客席数の基準が異なる。また、可動式の劇場や花道設置により数値の変動があ
る。 




表 6:  松竹直営劇場と国立劇場大劇場の座席数 
劇場名 座席数 
歌舞伎座 改装前: 2,017席 ／ 新開場後:1,808席 
新橋演舞場 1,428 席 
南座 1,086 席 
大阪松竹座 1,033 席 




















の混乱要因となった」野田 (2014: 69) 
403 文化芸術振興基本法の制定と文化芸術の振興に関する基本的な方針の策定につい
ては、文化庁監修 (2009: 2-9)  
404 根木・佐藤 (2013: はじめに: ページ記載なし)、また、日本文化政策学会全国大会
においても議論が重ねられた。 
405 劇場法制定の経緯や、構造と内容については、根木・佐藤(2013)に詳しい。 























会における答申 (第 3 次415) ｣の「文化芸術の振興に関する基本的な方針」のなかで、
劇場の機能について活発な議論が行われたことがあげられる。同答申 (第 3 次) には
｢基本的方針の概要｣として、｢文化芸術振興にあたっての基本的視点｣が示されている。
                                                   
407 劇場法には、さまざまな課題や問題点も含む。野田 (2014: 70-71) 
408 一方で、劇場法には問題点もある。それについては野田 (2014: 70-71)を参照。 
409 根木・佐藤 (2013: 14) 
410 根木・佐藤 (2013: 70) 
411 根木・佐藤 (2013: 70-74) 
412 文化庁における文化芸術振興基本法の前文及び第 3 次｢文化芸術振興基本方針｣に
ついて、根木・佐藤 (2013: 70)が解説を加えている。 
413 根木・佐藤 (2013: 71) 
414 根木・佐藤 (2013: 72-74) 

























                                                   
416 ｢文化芸術振興基本法と基本方針｣ 文化庁: 「我が国の文化政策 平成 26年度」HP、
PDF ファイル、p.3。 
417 参考資料として、文化芸術審議会政策部会の報告が掲載されている。根木・佐藤 
(2013: 260-261)  
418 文化庁: 文化芸術の振興に関する基本的な方針 (第 3 次) について (答申) HP、
PDF フイル、pp.7-8。 
419 劇場法の前文に記載。根木・佐藤 (2013: 195) 
420 「劇場・音楽堂等活性化事業」のなかで意義が記載されている。文化庁: 「我が国
の文化政策 平成 26 年度」HP、PDF ファイル、p.30。 


























































































ける 45,000 席の総座席数のうち 81 パーセントの平均占有率を示し、過去の実績に照
らし合わせて「大成功425」と報道された。例えば、日本経済新聞が「連日、なかなか
の盛況426」、デイリースポーツ紙427には「朝日座公演が大入り。上方での歌舞伎復興を
                                                   
423 第一回公演に対するアンケート集計結果から。観劇歴について「2～9 回見た人」
27.9%、「10 回以上見た人」48.4%。同会提供内部資料。巻末資料 9。 
424 中川芳三松竹常務取締役の発言。｢座談会 思い出深い中座とお別れ｣『大向う』第
32 号、1996 年 12 月 30 日、p.42。 



























                                                                                                                                                         
という小見出し、日本経済新聞夕刊、1979 年 5 月 18 日付。 
427 スポーツ紙は大衆性の強いメディアであり一般の社会的反応が窺えるとして取り
上げた。「大受け!勘三郎一座」の見出し、「夏芝居 道頓堀によみがえる、朝日座に 23
年ぶりに“まねき”」という小見出し、デイリースポーツ、1979 年 5 月 13 日付。 
428 機関誌『大向う』創刊号、1979 年 11 月 1 日発行、p.24-31。 
429 後藤佐敏記者が、記事を書いたが歌舞伎鑑賞は初めて、とある。｢これやったら記
事にしても十分にニュース価値があるという感じを受けたんで大きく記事にした｣。機




























                                                   
431 三津五郎は昭和 54 年 5 月の結成第一回公演から連続 6 回の出演を重ね、川島事務
局長の指摘によると、この記事が当時の様子を最も正確、かつ鮮明に描写していると
いう。坂東三津五郎へのインタビュー記事。同会月刊｢大向う｣、2005 年 8 月号。 
432 「大衆復帰へ『歌舞伎の見方』上演、伝統破った構成」という小見出し。サンケイ
新聞朝刊、1979 年 5 月 15 日付。 
433 鑑賞者開発とは、鑑賞者を獲得してゆく活動。audience development と訳される。 
434 関西圏の出版物や報道から文化に関係する記事を抜粋した巻末特集「白牡丹図」に































                                                   
435 初出は、｢劇評｣、同会友の会会報創刊号、1979 年 10 月 1 日。藤井 (1980: 229-230) 
100 
 
















創刊号となる 1979 年 10 月 1 日付の友の会会報に、同年 11 月の中座の大歌舞伎につ
いても同会の協賛公演として扱うことが記載されている。料金は、一般料金が一等席
5,000 円、二等席 3,300 円、三等席 2,200 円、学生料金 3,800 円であるが、｢育てる会
の会員および育てる会に参加されている企業、労組、団体等では、一等 3,800 円の特
別鑑賞券｣が斡旋される。さらに３名以下を条件として、｢一等席 5,000 円を 4,500 円｣
とする会員割引御優待券が会報に 2 枚添付されている。このように主に友の会会報を
通して、会員の勧誘や情報の伝達が展開された。そして、『大向う』という年 2 回の発
行を予定した機関誌が 1979 年 11 月 1 日に刊行された。この機関誌は、会員と歌舞伎
公演の媒介役として歌舞伎ファンを育成・増大させる役割を担い、麻埜四郎が取材・
                                                   
436 引用の発言はすべて山口進松竹演劇部長のもの。『上方芸能』64 号、1980 年、
pp.21-27。 
437 松下電器産業労働組合 (1987: 1028) 
438「松下労組から派遣された 1 名と同会から人件費を負担した専従 2 名と、ボランテ
ィアの方がスタッフでした」、4 名前後が常駐スタッフであったという。川島事務局長


























                                                   
439 麻埜氏について同会への貢献や活動詳細は、松下電器産業労働組合 (1987: 
1027-1029)に詳細に述べられている。 
440 記事は、1996 年 7 月 11 日の麻埜氏の訃報にふれている。「座談会 思いで深い中座と
お別れ」機関誌『大向う』第 32 号、1996 年 12 月 30 日、p.43。 
441 川島氏へのインタビュー、2014 年 10 月 26 日。 
442 松下電器産業労働組合 (1987: 1028) 
443 アンケートの回答から、観客の多くがガイド誌から劇場の催しの情報を得ていると、
述べる。「座談会 大阪の劇場文化と観客動向－芸能各ジャンル第一線の目から見る」




























                                                   
444 川島事務局長へのインタビュー、2014 年 5 月 1 日。 
445 機関誌『大向う』創刊号、1979 年 11 月 1 日発行、p.1。 
446 平成 7 年にはバックナンバーの販売も行っている。創刊号～12 号は各 1,100 円、
13 号～19 号は各 1,500 円、20 号～は 2,000 円である。現在は在庫を 1 冊 1,000 円で
販売している。 




























                                                   
448 『大阪人』第 34 巻、1980 年、pp.198-199。 
449 前年(1979)にあたる同会の第一回公演が開催された年は、京阪で 6 カ月の歌舞伎公
演が行われた。2 月梅田コマ劇場の猿之助｢コマ・グランド歌舞伎｣、5 月同会の朝日座、




































4,000 円、2,000 円である。芸能文化情報センター (1980)。 
105 
 
郎・島田正吾他)が、 3,000～1,000 円、梅田コマ劇場の五月公演 (仁左衛門・山田五
十鈴・三橋美智也ほか) が、4,000～1,000 円であるが、これに対して朝日座は、五月






表 7:  1978～1979 年の歌舞伎公演の座席別料金 
梅田コマ劇場  
1979 年 2 月:猿之助歌舞伎 4,500 円，4,000 円，3,000 円，1,600 円，1,000 円* 
中座 
1979 年 11 月:大歌舞伎 5,000 円，3,300 円，2,200 円 
南座 
1978 年 9 月:大歌舞伎 
1978 年 12 月:顔見世 
1979 年 9 月:猿之助奮闘公演 
1979 年 12 月:顔見世 
4,500 円，2,500 円，1,300 円 
7,000 円，3,000 円，1,900 円，1,300 円 
6,000 円，3,000 円，2,000 円 











5,000 円，4,000 円，1,500 円 
5,000 円，4,000 円，1,500 円 
5,000 円，4,000 円，1,500 円 
5,500 円，4,500 円，1,500 円 
4,800 円，3,800 円，1,500 円 
5,800 円，5,000 円，4,000 円，1,000 円* 
5,800 円，5,000 円，4,000 円，1,000 円* 













7,000 円，6,000 円，5,000 円，4,000 円，1,000 円* 
7,000 円，6,500 円，5,500 円，4,000 円，1,000 円* 
6,000 円，5,500 円，4,500 円，3,500 円，1,000 円* 
7,000 円，6,000 円，5,000 円，4,000 円，1,000 円* 
7,500 円，6,500 円，5,500 円，4,000 円，1,000 円* 
6,500 円，5,800 円，4,800 円，3,800 円，1,000 円* 
6,000 円，5,000 円，4,000 円，1,000 円* 
7,000 円，6,000 円，5,000 円，4,000 円，1,500 円，1,000 円* 
8,000 円，7,000 円，6,000 円，5,000 円，1,500 円，1,000 円* 
出典) 『演劇年鑑』、『松竹百年史演劇資料』より筆者作成。 













的には、平均的な開演時間である夜の部の午後 4 時から、午後 6 時 15 分へ変更したこ
                                                   
452 澤村藤十郎の発言。｢座談会 思い出深い中座とお別れ｣『大向う』第 32 号、1996
年 12 月 30 日、p.39。 
453 この頃は、東京での歌舞伎興行での主要な配役は幹部級や中堅以上の俳優によって































                                                   
454 大阪市経済局貿易観光案内大阪観光協会 (1979: 13-14)の｢プレイガイド｣欄を参照。 
455 梅田コマ劇場は、昼の部 12 時から、夜の部 16 時半から。 
456 山口進松竹演劇部長の発言。「座談会 大阪の劇場文化と観客動向－芸能各ジャンル
第一線の目から見る」『上方芸能』64 号、1980 年 1 月、p.21。 
457 川島事務局長へのインタビュー、2014 年 10 月 26 日。 
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460 ｢六月中座大歌舞伎を祝して｣1980 年 6 月中座、劇場パンフレット、p.14。 
461 ただし 2012 年以降は大阪市長の祝辞の記載はない。 
462 劇場パンフレットのこと。筋書ともいう。 






年 9 月、1981 年 9 月の南座において同会が主催となる公演を行ったが、｢不入りが原






















                                                   




ている」と、記述されている。松下電器産業労働組合 (1987: 1033) 
466 ｢ご挨拶｣1982 年 6 月中座、劇場パンフレット、p.9。 
































                                                   
468 ｢歌舞伎リフレッシュへの 魁
さきがけ
























                                                   
469 麻埜による｢編集後記｣機関誌『大向う』第 8 号、1983 年 10 月 20 日、p.72。 
470 「大阪の劇場文化はいま」『上方芸能』87 号、1985 年 2 月、p.26。 
471 「大阪の劇場文化はいま」『上方芸能』87 号、1985 年 2 月、pp.25-26。 
472  所属は、朝日新聞学芸部。 
473 ｢がんばれ! 関西で歌舞伎を育てる会｣1984 年 6 月中座、劇場パンフレット、p.16-17。 
474 例えば、1981 年の第三回公演では 4,000 件の回答をもとにアンケート結果を発表
している。同誌には｢女子学生に見る歌舞伎意識｣として金蘭女子短大の学生 600 名を
対象としたアンケートも記載されている。機関誌『大向う』第 5 号、1982 年 5 月 14
日、pp.37-41。 





があり、そこにも関西歌舞伎の関与が指摘されるのである。1984 年 7 月に、四国の香
























                                                                                                                                                         
っている｣。川島事務局長による｢編集後記｣機関誌『大向う』第 10 号、1984 年 11 月
30 日、p.72。 
477 廓の寄稿。「『関西・歌舞伎を愛する会結成三十周年』その歩み」2010 年 7 月大阪
松竹座、劇場パンフレット、pp.31-32。 
478 吉右衛門が筆名の松貫四として書いた演目。 





























は、8 月 20 日(水)から 24 日(日)の五日間である。続く 9 月、11 月の歌舞伎の短期公演
と連動させ、この自主公演を含む 3 つの公演を「上方歌舞伎祭」と銘打った。自主公
                                                   
480 麻埜による｢事務局便り｣機関誌『大向う』第 12 号、1985 年 10 月 30 日発行、p.80。 
481 初出は『演劇界』1989 年 1～12 月号。権藤 (2005: 116) 
482 白井信彦南座支配人の発言。｢支配人座談会 21 世紀に向かう関西興業界｣『上方芸


























                                                   
483 このいきさつについては、松下電器産業労働組合 (1987: 1036)に詳しい。 
484 松下電器産業労働組合 (1987: 1036) 
485 権藤によれば、この自主公演を｢『関西で歌舞伎を育てる会』が、一歩進んで、関
西の歌舞伎を育てることが出来るようになった。(中略)成功した｣と評価している。初
出は『演劇界』1989 年 1～12 月号。権藤 (2005: 117) 
486 松下電器産業労働組合 (1987: 1028-1029) 
487 麻埜による「編集後記」機関誌『大向う』第 16 号、1988 年 3 月 30 日、p.88。 
488 麻埜による「編集後記」機関誌『大向う』第 16 号、1988 年 3 月 30 日、p.88。 




























                                                   
490 「歌舞伎を育てる会の趣旨も未だ未だ理解して戴いていないのかなと淋しい思いの
この頃です」。麻埜による「編集後記」機関誌『大向う』第 17 号、1988 年 10 月 15
日、p.92。 
491 松竹百年史本史 (1996: 140) 
492 「ごあいさつ」劇場パンフレット、1987 年 6 月中座、p.15。 
493 大阪 21 世紀協会の推進母体となった「大阪 21 世紀計画」についての詳細は、新







れる。昭和 60 年代に入ると 40 回を超え、平成から 50 回を超え、急上昇494｣となる。










が増えることにより、全国的に歌舞伎興行が盛況となる。「 (注: 1990 年) 7 月を境に
爆発的な人気となり、8 月の納涼歌舞伎は若い観客で溢れ、勘九郎、八十助、児太郎(現
福助)、三世中村橋之助らが興行の第一線に躍り出ることになった497」や、「平成 2 年 6
月中座の孝夫・勘九郎公演、8 月歌舞伎座の八十助・児太郎『名月八幡祭』、勘九郎『怪




                                                   
494 参考文献から、この数値は平成 9 年頃までの集計とみられる。服部・末吉・藤波 
(1998: 632-633) 
495 歌舞伎座は、かつては 8 月に三波春夫や SKD の公演を、また 12 月には大川橋蔵公演
などを恒例としてきた。芸能文化情報センター (1997: 25) 
496 渡辺によれば、｢歌舞伎ブーム｣が去ったことを 1992 年 12 月の舞台で感じたとい
う。若い観客の関心は舞台での視覚的な表現方法であり、それが熱狂を呼んだと分析
するが、平成 4 年の舞台にはその熱狂が感じられなくなったと綴っている。これは批
評家の視点といえる。渡辺 (1994: 132) 
497 服部・富田・廣末 (2000: 416) 























こうした「大いに化けた」反響から 2 年後の 1990 年 5 月 12 日では、第十一回公演




500 吉浦支配人へのインタビュー、2014 年 11 月 22 日。 
501 岡田圭二梅田コマ劇場前支配人(注: 発行時は社長室長)の発言。「座談会 大阪の劇
場文化と観客動向－芸能各ジャンル第一線の目から見る」『上方芸能』64 号、1980 年
1 月、p.27。 



















お客さんの 3 割強は 10～20 代で、うち 9 割は女性かというほど、場内は若い女
性の姿が目立ちました。連日補助椅子や立ち見が出るほど、公演の満員御礼が













号、1990 年 11 月 29 日、p.104。 
504 この状況については、同会友の会会報より。同会提供内部資料。 
505 人形浄瑠璃文楽の太夫技芸員 (1944-) 
506 川島事務局長のインタビューより、2014 年 10 月 26 日。 
507 川島事務局長のインタビューより、2014 年 10 月 26 日。 













































脱せぬようやんわり戒めている511。同会の発足以来の通算入場者数が 1991 年 7 月 20
日に 50 万人を達成したことについても報告されている512。中座が歌舞伎ブームの発端
であったことに対し、十八世中村勘三郎が勘九郎時代を振り返り、「今日あるのは、若







えた。この頃の同会の状況について、「会員数は 1,400 人。年会費 7,000 円で、各劇場
〈会で選定した公演〉の入場券の割引の特典がある他、毎月のニュース、年 2 回の機
関誌の送付がある。前売り券の購入には制限がないので、ひとりで 10 枚、20 枚と求
める人があり、会員の実数の 5～6 倍の人が周囲にいるものと考えられる。『会員の平
均年齢も、はじめのころは 60 歳近かったんですが、今は 30 代後半まで下がってきて
                                                   
509 川島事務局長のインタビューより、2014 年 10 月 26 日。 
510 麻埜による｢編集後記｣『大向う』第 23 号 (1991: 72) 
511 麻埜による｢編集後記｣『大向う』第 23 号 (1991: 72) 
512 これまでの通算 12 回の公演に対する数字。自主公演と京都公演は含まず。巻頭言
｢いま歌舞伎がトレンディ｣『大向う』第 23 号 (1991: 1) 























(同会第一回公演の) 『歌舞伎のみかた』が奇抜で大好評を博し、 (中略) 新しい
観客の獲得に成功した。 (中略) その歌舞伎不振をようやく脱するきざしの見え
たのが、昭和 61 年 8 月の国立文楽劇場での「関西で歌舞伎を育てる会」第一回
自主公演『夏祭』の成功だった。 (中略) この歌舞伎ブームは、どうして生まれ
て来たのだろうか。曲がり角の危機にも、歌舞伎を公演し続け、役者をみる楽
                                                   
514 「現場レポート 伝統芸能をとりまく状況はいま」『上方芸能』112 号、1992 年 2
月、p.21。 
515 服部・富田・廣末 (2000: 416) 
516 「現場レポート 伝統芸能をとりまく状況はいま」『上方芸能』112 号、1992 年 2
月、p.19。 
517 東京新聞夕刊、1992 年 7 月 25 日付。 





















員だった523｣とされる。前売り券を求めて「徹夜組 50 名を含め 800 人を超える長蛇の
列ができました。周辺の混雑を防ぐため発売時間を早めての対応、また電話での予約
もパンク状態になりました524」という盛況振りが伝えられる。 
                                                   
519 藤井康雄「歌舞伎ブームが来た」『上方芸能』112 号、1992 年 2 月、p.6-7。 
520 「現場レポート 伝統芸能をとりまく状況はいま」『上方芸能』112 号、1992 年 2
月、p.21。 
521 服部・末吉・藤波 (1998: 632) 
522 ｢93 年には歌舞伎ブームは下火に向かうのだが、逆に年間の歌舞伎公演数は 92 年
の 45 を大きく上回り 51 を数えた｣として、その理由として、1993 年 3 月に東京の明
治座が新築開場し 3、4 月に歌舞伎を上演、また南座の歌舞伎公演が増加した点をあげ
ている。服部・富田・廣末 (2000: 417) 













生 30 人を公演に招待することもあげられている。当期の会員数は約 1,000 人526である
が、舞台に対する評価と観客動員数は必ずしも比例せず、機関誌『大向う』の編集後
記においても、観客の動員に向けて注力と模索の様子がしばしばみうけられる。1995
















の中座) や、角の芝居 (のちの角座) と呼称されていたように、芝居と劇場は不即不離
                                                   
525 ｢関空にのり歌舞伎はばたけ 愛する会 観客増へツアーなど企画｣朝日新聞朝刊
1994 年 5 月 26 日付。 
526 朝日新聞朝刊 1994 年 5 月 26 日付。 

















中座は老朽化のため改築が行われ、設備が拡充されたことで 1,032 席から 802 席へ
座席数を減らして 1986 年に新調された。当時は、｢〒542 大阪市中央区道頓堀






                                                   
528 徳永 (1999: 128) 
529 松竹の劇場経営の近代化については、徳永 (1999: 129)を参照。 
530 徳永 (2000: 48-51) 
531 ｢明確な理由はわかりませんが、従来の観客層は高齢で女性のお客さんが多かった
ため、昼夜入れ替え制がとられていたと思います。｣川島事務局長への e-mail による

















(注: 当時の 7 月の中座は非常に暑かったという問いかけに対し) 今、後進の
者にいくら暑かったよと言っても、あれは舞台に立った者でないとわからない
でしょうね。観てらっしゃるお客様も必死に汗を拭っていましたので、おそら










                                                                                                                                                         
論考がある。 
535 上田由香利「中座最後の大歌舞伎―七月公演評―」機関誌『大向う』第 32 号、1996
年 12 月 30 日、p.31。 
536 服部 (1994: 49-51)に、芝居町は実景と伝統的な理想郷のイメージが重なる近世の
都市における祝祭空間であり、大阪道頓堀の中座や角座などが例としてあげられてい
る。 
537 三津五郎は昭和 54 年 5 月の結成第一回公演から連続 6 回の出演を重ね、当時の様
子を最も正確、かつ鮮明に描写している、という川島事務局長の指摘である。坂東三




























                                                   
538 廓氏へのインタビュー、2014 年 11 月 3 日。 
539 中座での 1988 年 1 月公演と 7 月公演は、通し狂言のため昼夜入れ替えではない、
という見方もできるだろう。大阪新歌舞伎座は、1988 年 4 月公演以降は昼夜入れ替え
は行われていない。 
540 白井信彦南座支配人の発言。｢支配人座談会 21 世紀に向かう関西興業界｣『上方芸
能』133 号、1999 年 8 月、p.31。 
130 
 




見され、歌舞伎ブームの担い手である若年層が指摘されている。観劇料は 1 月、2 月






















                                                   
541 ｢白牡丹図｣『上方芸能』108 号、1991 年 7 月、p.149。 
542 ｢白牡丹図｣『上方芸能』108 号、1991 年 7 月、pp.149-150。 































した。徳永 (1999: 132) 
546 徳永 (1999: 132-133) 
547 当時の中座は舞台に冷房がなかった。中川芳三松竹常務取締役の発言。｢座談会 思
い出深い中座とお別れ｣『大向う』第 32 号、1996 年 12 月 30 日、pp.47-48。 
548 ｢松竹直営の道頓堀・中座は、一応の使命を果たして年末からほとんど“貸し館”




























                                                   
549 ｢座談会 思い出深い中座とお別れ｣『大向う』第 32 号、1996 年 12 月 30 日、p.48。 
550 ｢座談会 思い出深い中座とお別れ｣『大向う』第 32 号、1996 年 12 月 30 日、p.49。 
551 中座は 1999 年に売却された。 
552 川瀬一朗 (演劇記者) の発言。｢演劇関係者五氏が語る 変革のきざしを見せる関西の劇
場｣『上方芸能』150 号、2003 年 12 月、p.33。 
553 中川芳三松竹常務取締役「大阪松竹座改築に至る経過」松竹株式会社 (1997: 24) 
554 ｢総じて、松竹は、従来の興行と株式会社形式の折衷を模索しながら経営の近代化
を行い、劇場はあくまで興行の器とし、制作の利便性や利潤追求の面から各芸能ジャ
ンルに割り振り転用・改築をおこなった最初の企業といえよう｣。徳永 (1999: 134) 




























                                                   
556 この引用は、松竹創業者の白井・大谷の志を企業体としての松竹が受け継いだもの
として解釈される。中川芳三松竹常務取締役「大阪松竹座改築に至る経過」松竹株式
会社 (1997: 24)  
557 権藤 (2005: 1)。2.3.2 においても述べた。 
558 河内氏へのインタビュー、2014 年 11 月 6 日。 
559 吉浦支配人へのインタビュー、2014 年 11 月 22 日。 





























                                                   
561 吉浦氏は南座の勤務歴が 10 年である。現在、松竹では京都と大阪は一つの営業範
囲という。 
562 吉浦支配人へのインタビュー、2014 年 11 月 22 日。 
563 芸能文化情報センター (2001: 30) 
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盛況裡565」であったことが報告されている。そして 1998 年 4 月、5 月の 2 カ月間、十








年の顔見世興行の一等席の料金が 24,000 円へ値上げしたことに対して、「(注: 1982 年
の 10,000 円と比較し） 理由の如何を通り越して、高い。総じて商業演劇の入場料は
高すぎる568」という苦言が呈されている。この頃は景気の低迷が長期化を呈していた
時期の最中である。一方、歌舞伎が低迷していた時期の実感が、「21 年前 (注: ここで





                                                   
564 服部・富田・廣末 (2000: 418) 
565 「支配人座談会 21 世紀に向かう関西興業界」『上方芸能』133 号、1999 年 8 月、
p.31。 
566 「愛する会」が協力し、準備を進めたとある。「４艘、芸者衆らが華やかさを加えて襲
名にふさわしいにぎやかな船乗り込みになった」機関誌『大向う』第 35 号、1998 年 6
月 20 日、p.11。 
567 襲名公演に関する行事について記述され、船乗り込みについては「口上を述べなが
ら芝居小屋に向かう儀式と宣伝を兼ねた水の都大阪らしい歌舞伎行事」とされる。機
関誌『大向う』第 35 号、1998 年 6 月 20 日、p.11。 
568 木津川計「喘ぐ大阪の劇場文化－その再生のための視座－」『上方芸能』150 号、
2003 年、12 月、p.4。 
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月大歌舞伎」の料金は 14,000 円から上昇を続けている。さらに、2005 年の十八世中
村勘三郎の襲名披露公演は 20,000 円という最高値をつけている。大阪松竹座がその公
演内容と施設に相応しい高額な料金を導入したことについて、同会会員はどう受け止
めたのだろうか。機関誌『大向う』35 号では会員による座談会が開催され、開場 2 年
目の大阪松竹座について、｢入場料がちょっと高いのでは｣という不満が述べられてい
る。｢一幕見がぜひ欲しいものです。最後の狂言だけでも、一幕席的運用が出来ないも

















                                                   
569 機関誌『大向う』第 35 号、1998 年 6 月 20 日、p.18。 
570 入場料について、「もう少し全体的に入場料が安くなれば」と「高くても良い席で
見たい願望もあります」という正反対の意見がそれぞれ述べられている。機関誌『大
向う』第 36 号、1998 年 12 月 1 日、p.20。 
571 機関誌『大向う』第 36 号、1998 年 12 月 1 日、p.20。 
572 この発言は司会を担当する当時の角田豊正同会世話人。機関誌『大向う』第 36 号、
1998 年 12 月 1 日、p.20。 
573 今尾哲也 (歌舞伎学会会員) による寄稿。「東京歌舞伎の状況に照らして」『上方芸








年間の歌舞伎興行の数値を示したのが図 7 である。それによれば、過去 18 年において
合計 81 回576の公演が行われたことがわかる。そのうち「愛する会」の「七月大歌舞伎」
と 1 月の「初芝居」が定期公演になり、それぞれ 18 回で合計 36 回を占める。2003
年は歌舞伎誕生 400 年の年にあたり全国各地で記念公演が行われたため、これら定期






                                                   
574 芸能文化情報センター (2001: 25) 
575 芸能文化情報センター (2001: 30) 















* 本公演(ひと月公演)を単位として集計した。1 日公演は集計せず。 
 
まず、社団法人日本芸能実演家団体協議会 (以下、芸団協) の調査研究事業として刊










によれば、全国の歌舞伎の年間公演回数の合計は、1988 年が 1,142 回、1996 年が 2,075
回である583。 
次に 1996 年の 1 年間584の歌舞伎公演の推定入場率585は、歌舞伎座が 70 パーセント、
南座が 70 パーセント、中座が 80 パーセントである586。1997 年 1～12 月について、
                                                   
577 芸能文化情報センター発行。これまで 1997 年版、1999 年版、2001 年版の 3 冊が
発行されている。  
578 『芸能白書』1997 年版、1999 年版については、福井恵子「鑑賞環境の整備を」に
詳細が述べられている。『上方芸能』133 号、1999 年 8 月、pp.42-47。 
579 芸能文化情報センター (2001: 30) 
580 芸能文化情報センター (2001: 33) 
581 松竹をはじめ、殆どの興行主が正確な数字を外部に公表していないため、推計によ
る。芸能文化情報センター (1997: 24-25) 




はこの数値が用られている。芸能文化情報センター (1997: 24-25) 
583 1998 年の調査では都道府県別の集計がない。 
584 大阪松竹座の開場は 1997 年。 
585 問い合わせによる推定数。芸能文化情報センター (1997: 24-25) 




南座が 70 パーセント、大阪松竹座が 70 パーセントである587。続く 1998 年 1～12 月
における推定有料者入場率は、歌舞伎座が 70 パーセント、南座が 70 パーセント、大








また、ここで示されるデータ592から、1998 年と 1999 年における 1 年間の公演日数
593の推移をそれぞれ確認すると、以下のようになる。歌舞伎座が 299 日、299 日、南









                                                   
587 芸能文化情報センター (1999: 27) 
588 芸能文化情報センター (2001: 31) 
589 歌舞伎座の切符は、割引などの優待もない。 
590 吉浦支配人へのインタビュー、2014 年 11 月 22 日。 
591 芸能文化情報センター (1997: 25) 
592 芸能文化情報センター (2001: 31-32) 
593 公演回数においても公表されているが、1 日の公演が 2 部制、3 部制により変則的
になるため、公演日数を記載した。 




























                                                   
595 署名は、浅原垣男。｢危機感を持って対策を｣芸能文化情報センター (2001: 37) 
596 白井信彦松竹取締役関西演劇部長の発言。｢演劇関係者五氏が語る 変革のきざしを
見せる関西の劇場｣『上方芸能』150 号、2003 年 12 月、p.34。 
597 「特集 坂田藤十郎と上方歌舞伎」『上方芸能』159 号、2006 年 3 月。 
598 「新藤十郎への期待と上方歌舞伎への提言―応援談 24 人録」『上方芸能』159 号、
2006 年 3 月、p.37。 
599 文脈から推測すると、「上方歌舞伎」が適当だと思われるが、原文のまま引用した。 
600 ｢歌舞伎の復興｣日本経済新聞夕刊、2007 年 1 月 6 日付、1 月 13 日付、1 月 20 日
付、1 月 27 日付。 
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601  ｢歌舞伎の復興 (1) ｣日本経済新聞夕刊、2007 年 1 月 6 日付。 




604 徳永 (1999: 254) 














竹座の 8 階に事務局と稽古場を置き、来年 4 月に開講いたします。講師には鴈治郎、
秀太郎をはじめ、関西在住の義太夫や鳴物の演奏家があたり、昭和 45 年(1970)に発足
した東京・国立劇場の歌舞伎研修制度を基本とし、授業内容は上方色に比重をおいた








                                                   
606 松竹株式会社 (1997: 3) 
607 1985 年に大阪在住の若手俳優らが立ち上げた勉強会｢若鮎の会｣など。 
608 「平成 8 年 4 月の時点では総勢 280 人の歌舞伎俳優のうち、関西在住の歌舞伎俳
優は、片岡秀太郎、嵐徳三郎ら 17 人のみであり、(全盛期は 100 人を越えた）関西出
身で東京に住む俳優は鴈治郎、孝夫、我当らを含めても 40 人足らず」戸田千寿松竹座
開場準備室員｢'97 春 三月誕生 新『大阪松竹座』ご案内｣機関誌『大向う』第 32 号、
1996 年 12 月 30 日、p.13。 
609 戸田千寿松竹座開場準備室員｢'97 春 三月誕生 新『大阪松竹座』ご案内｣機関誌『大













を含めて関西歌舞伎と言ってたね。戦後は、関西歌舞伎 (注: という呼称) と上












いないでしょ。大阪はまだ残っている。秀太郎 (注: 片岡秀太郎) は大阪に住ん
                                                   
610 中川芳三松竹常務取締役「大阪松竹座改築に至る経過」松竹株式会社 (1997: 28) 




613 吉浦支配人へのインタビュー、2014 年 11 月 22 日。 
614 河内による関西歌舞伎と上方歌舞伎についての論稿は、「歌舞伎の力が都市を創る」
『上方芸能』159 号、2006 年 3 月、pp.21-32。 




























                                                   
616 河内氏へのインタビュー、2014 年 11 月 6 日。 
617 「しかし、上方歌舞伎にこだわらず、大阪で歌舞伎興行全体を活性化させるために
色々な文化イベントをプロデュースし、歌舞伎文化の発展に取り組んでいる」。河内氏
へのインタビュー、2014 年 11 月 6 日。 
618 廓氏へのインタビュー、2014 年 11 月 3 日。 






























                                                   
620 廓氏へのインタビュー、2014 年 11 月 3 日。 
621 例えば、権藤 (2005: 222)など。 
622 ｢座談会 思い出深い中座とお別れ｣『大向う』第 32 号、1996 年 12 月 30 日、p.50。 
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624 『上方芸能』164 号、2007 年 6 月、pp.38-39。 
625 ｢歌舞伎の復興(4)｣日本経済新聞夕刊、2007 年 1 月 27 日付。 
626 河内氏へのインタビュー時において確認した。河内氏へのインタビュー、2014 年
11 月 6 日。 
























に上方歌舞伎の大名跡である四世中村鴈治郎の襲名が、2015 年 1 月から大阪松竹座の
2 カ月間を皮切りに行われた。関西歌舞伎が活況である限り、今後の行方は松竹の経
                                                   
628 例えば 2014 年の大阪松竹座の、1 月: 坂東玉三郎舞踊公演、2 月: 渋谷天外『道頓
堀喜劇祭り』、3 月: 関西ジャニーズ Jr.コンサート、4 月: 猿之助スーパー歌舞伎、5
月: OSK レビュー春のおどり 10 日とジャニーズ・コンサート 10 日、6 月: 現代劇『母
をたずねて膝栗毛』、7 月: 七月大歌舞伎、8 月: ジャニーズ・ミュージカル、9 月: 松
竹特別公演(出演: ピーター、水谷八重子)2 日と現在劇『道頓堀パラダイス』10 日、10
月: 花形歌舞伎『GOEMON』、11 月: 松竹新喜劇 17 日と桂吉弥独演会 1 日、12 月: 関
西ジャニーズ Jr.クリスマス・ショーのうち、歌舞伎公演は 3 か月である。 
629 永山武臣松竹代表取締役会長「ごあいさつ」松竹株式会社 (1997: 3) 
630 朝日新聞朝刊、2014 年 7 月 9 日付。 



















































舞伎 400 年』大阪府立中之島図書館、2002 年。 
関西大学大阪都市遺産研究センター・大阪くらしの今昔館(大阪市立住まいのミュージ
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資料 2: インタビュー調査についての文字化 
 
 研究ノートとインタビューの内容を文字化したものを資料とした。まず、録音データ





資料 3: 関西で歌舞伎を育てる会会則633 
 











(1) 代表世話人 若干名 
(2) 世話人 若干名 
(3) 事務局長 一名 
第六条 この会の運営は会費および寄付金で行う。 
第七条 この会則は昭和 (空白) 年 (空白) 月 (空白) 日より施行する。以上 
 
 
                                                   
632 佐藤郁哉 (2008: 87-89) 
633 『上方芸能』第 61 号、1978 年、pp.160-161。 
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原田新日鉄労組委員長ほか 5～6 名の労組委員長にも依頼。 
 
資料 5: 関西で歌舞伎を育てる会  世話人名簿 
  昭和 54 年 2 月 20 日現在（順不同） 
氏 名 役 職 名 
代表世話人 小松左京 作家 
〃 高畑敬一 大阪民労協代表幹事，電機労連大阪地協議長 
〃 海野光子 カナディアンアカデミイ日本語，日本文化部部長 
事務局長 川島靖男 大阪民労協事務局長 
世話人 明石友成 三喜興産(株)大阪営業所長 
〃 芦原義重 関西経済連合会名誉会長，関西電力(株)会長 
〃 足立良平 関西電力労働組合委員長 
〃 井狩彌治郎 ㈱大丸社長 
〃 梅棹忠夫 国立民族学博物館館長 
〃 大鋸時生 演劇評論家 
〃 大島 靖 大阪市長 
〃 亀井正夫 関西経営者協会会長，住友電気工業(株)社長 
〃 木島利夫 関西経済同友会代表幹事，㈱三和銀行副頭取 
〃 小林一郎 大阪青年会議所理事長，小林製薬㈱社長 
〃 佐伯 勇 大阪商工会議所会頭，近畿日本鉄道㈱会長 
〃 佐治敬三 サントリー㈱社長 
〃 鈴木 剛 ㈱ホテルプラザ社長 
〃 住森通禮 東レ労働組合委員長 
〃 曽木英夫 日立造船労働組合委員長 
〃 高橋広延 住友化学労働組合委員長 
〃 田中時雄 大阪民労協代表幹事，ゼンセン同盟大阪府支部支部長 
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〃 田中 睦 田中電工㈱社長 
〃 谷口雅彦 谷口歯槽膿漏研究所，医学博士 
〃 出崎準一 ㈱つる家 会長 
〃 中司 清 鐘紡化学工業㈱相談役 
〃 永田義男 大阪民労協代表幹事，住友金属労組連合会委員長 
〃 西山 磐 大阪工業会会長，大阪瓦斯㈱会長 
〃 林 裕晃 自動車労連大阪地経議長 
〃 原田 実 新日鉄堺労働組合組合長 
〃 樋野正二 松下電器産業㈱副社長 
〃 日向方斉 関西経済連合会会長，住友金属工業(株)会長 
〃 弘世 現 日本生命保険相互会社社長 
〃 藤本義一 作家 
〃 本間正義 国立国際美術館館長 
〃 牧村史陽 郷土史研究家 
〃 山崎正和 大阪大学教授，劇作家 
〃 山田 稔 ダイキン工業㈱社長 
〃 桂 米朝 落語家 
〃 富士正晴 作家 
〃 麻埜四郎 芦屋市在住 
〃 磯村隆文 大阪市立大学教授 
〃 庄野英二 帝塚山大学学長，作家 
〃 浜村 淳 タレント 
〃 末広真樹子 タレント 
〃 岸 昌 大阪府知事              *以下は昭和 54 年 2 月 20 日以降に追加                     
〃 永田敏生 日立造船㈱社長 
〃 朝比奈隆 大阪フィルハーモニー指揮者 
〃 石浜恒夫 作家 
〃 木崎正隆 守口市長 
〃 中田三次郎 門真市長 
〃 重富敏之 茨木市長 
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〃 浅野政雄 高石市長 
〃 向江 昇 泉佐野市長 
〃 池田忠雄 和泉市長 
〃 原 曻 岸和田市長 
〃 下村輝雄 豊中市長 
〃 北牧一雄 枚方市長 
〃 下村忠男 島本町長 
〃 西村 昭 大東市長 
〃 井上信也 摂津市長 
出典) 「関西・歌舞伎を愛する会」提供資料より筆者作成。 
 
資料 6: 「関西で歌舞伎を育てる会」の活動記録 
回数 開催年・劇場 備考 














者と障害者を 250 人招待。 
京都 
第 1 回 
















一等席は 5,000 円に対し、同会の斡旋は 3,900 円。会員数
は 1,500 名を超える。高畑自著には 2,000 名635とも。 
京都 
第 2 回 
1981 年 9 月 
南座 
製作発表後、チャリティ・パーティーが開催され、同会会
員と俳優が交流。9 月 1 日に八坂神社で大入り祈願奉納舞
を行い、その後南座までお練り。 





一部で独居高齢者 312 名を招待。この公演から｢大阪 21
世紀計画｣が協賛として参加。今回は演劇パンフレットに
英語版を作成。会員数は約 1,500 名。 
第 5 回 1983 年 6 月 
中座 
｢大阪城 400 年まつり｣協賛、中座創建 330 年にちなむ公
演。船乗り込みは 5 月 31 日。岸大阪府知事、大島市長、
永山松竹副社長が同乗。中座の創建を祝う 300 発の花火。








阪 21 世紀計画ミナミまつり 84 プレイベント｣のタイトル
つき公演。船乗り込みは 5 月 30 日。岸大阪府知事、西尾
大阪市助役らが 10 隻に分乗。そののち午後 8 時から舞台
稽古と顔寄せ式を公開。中日は 3 時間の｢会員と出演者と
                                                   






障害者 270 名を招待。 
第 7 回 1985 年 6 月 
中座 











第 8 回 1987 年 6 月 
中座 
改装後の中座で公演。座席数は 230 席減の 802 席へ。船


















居高齢者を 300 人招待。 
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第 10回 1989 年 5 月 
中座 






第 11回 1990 年 6 月 
中座 















資料 7: 「関西・歌舞伎を愛する会」の活動記録 
回数 開催年・劇場 備考 
第 1 回 
平成 4 年 7 月 
中座 







第 2 回 
平成 5 年 7 月 
中座 
｢愛する会｣事務局を守口市橋波東之町 3-19、松下労働会館













第 3 回 







ネシア、ニュージーランド) を 26 名招待。26 日の千秋楽
のカーテンコール。演技賞に嵐徳三郎、奨励賞に片岡亀蔵。
同会代表世話人は、小松左京、中塚昌胤、高畑敬一。 
第 4 回 
平成 7 年 7 月 
中座 
松竹百周年記念。関係者約 150 名が 10 隻に分乗し、山田
勇大阪府知事も参加して船乗り込み(6 月 28 日)が行われ
た。常磐津一巴太夫が人間国宝に認定され出演。第一回公





第 5 回 
平成 8 年 7 月 
中座 





第 6 回 
平成 9 年 7 月 
松竹座 
3 月に松竹座新開場。新築開場記念公演。台風の為、6 月
28 日の船乗り込みが中止。代わりに 7 月 2 日初日に劇場
前で大入り祈願の式典を開催。鏡開き、手拭い撒き、手締




第 7 回 






第 8 回 
平成 11 年 7 月 
松竹座 
｢育てる会｣結成 20 周年記念公演。松竹座の２階に 20 周年
のパネル展示。6 月 29 日に船乗り込み。 
第 9 回 
平成 12 年 7 月 
松竹座 





平成 13 年 7 月 
松竹座 
6 月 28 日に船乗り込み。梶本大阪府副知事、磯村大阪市
長、堀井大阪 21 世紀協会理事長、谷口同会世話人、大川
松竹専務取締役など 190 人が 8 隻に分乗。そののち、松竹
座前で大入り祈願の手締と手拭い撒き。「歌舞伎の魅力」
















生 30 名と、独居高齢者 30 名を招待。 
第 12
回 
平成 15 年 7 月 
松竹座 




協議会(独居高齢者)20 名、大阪市社会福祉協議会 20 名、
留学生 40 名を招待。 
第 13
回 


























平成 19 年 7 月 
松竹座 






平成 20 年 7 月 
松竹座 








平成 21 年 7 月 
松竹座 






平成 22 年 7 月 
松竹座 







平成 23 年 7 月 
松竹座 






平成 24 年 7 月 
松竹座 
中村歌昇改め、三代目中村又五郎襲名披露・中村種太郎改





平成 25 年 7 月 
松竹座 








平成 26 年 7 月 
松竹座 








資料 8: 1980 年以降(『関西で歌舞伎を育てる会』設立以降)の大阪新歌舞伎座に
おける歌舞伎興行 
年 月 上演演目・備考 
1982 年 1 月 若き日の信長 他 
2~13 日昼の部・14~26 日夜の部上演、九代目松本幸四郎襲
名披露壽初春大歌舞伎 
1982 年 2 月 源平布引滝 他 
1 月 30〜2 月 11 日昼の部・12~24 日夜の部上演、市川猿之
助奮斗公演 
1982 年 4 月 富樫 他 
四月襲名大歌舞伎、五代目中村歌六・五代目中村時蔵・三
代目中村歌昇襲名披露 
1982 年 9 月 怪異談牡丹燈籠 他 
尾上菊五郎新秋特別公演 
1982 年 12 月 白鷺 他 
1~12 日昼の部・13~25 日夜の部上演、坂東玉三郎名作公演、
波乃久里子特別出演 
1983 年 4 月 極付幡隨長兵衛 他 
四月大歌舞伎松本幸四郎奮闘公演 
1985 年 2 月 當世流小栗判官 他 
市川猿之助二月大歌舞伎 




1987 年 2 月 小さん金五郎 他 
市川猿之助二月大歌舞伎 
1987 年 4 月 青砥稿花紅彩画 他 
1~13 日昼の部・14~26 日夜の部上演、初日夜の部のみ・13
日昼の部のみ上演 
1988 年 4 月 名橘誉石切 他 
新歌舞伎座開場三十周年記念陽春四月大歌舞伎、九代目坂
東三津五郎・五代目坂東秀調襲名 
1988 年 11 月 義経千本桜 他 
市川猿之助特別公演 
1990 年 2 月 天竺徳兵衛新噺 他 
市川猿之助特別公演 
1991 年 9 月 毛抜 他 
市川猿之助特別公演 
1993 年 2 月 車引 他 
市川猿之助特別公演 
1995 年 2 月 敵討天下茶屋聚 他 
二月大歌舞伎市川猿之助特別公演 
2010 年 9 月 太閤三番叟 他 
新歌舞伎座新開場記念 柿葺落興行 松竹花形歌舞伎 市
川猿之助総監修 二十一世紀歌舞伎組公演 
2011 年 9 月 御摂勧進帳 他 
新歌舞伎座新開場一周年記念、九月松竹大歌舞伎 
2013 年 8 月 新・水滸伝 
二十一世紀歌舞伎組 













資料 10: 1980 年以降(『関西で歌舞伎を育てる会』設立以降)の中座における歌
舞伎公演 
年 月 上演演目・備考 
1980 年 6 月 鳥辺山心中 他 
1~13 日昼の部、14~25 日夜の部、関西で歌舞伎を育てる会
第二回公演、歌舞伎のみかた PART II、 
1981 年 1 月 羽衣 他 
1~13 日昼の部、14~25 日夜の部 
1981 年 6 月 男女道成寺 他 
4~16 日昼の部、17~28 日夜の部、関西で歌舞伎を育てる会
第三回公演 





1984 年 3 月 心中天網島 他 
初世中村鴈治郎五十回忌・二世中村鴈治郎一周忌追善三月
大歌舞伎 
1984 年 6 月 神霊矢口渡 他 
1~13 日昼の部、14~25 日夜の部、関西で歌舞伎を育てる会
第六回公演 
1985 年 6 月 頼朝の死 他 
1~13 日昼の部、14~25 日夜の部 




1988 年 1 月 假名手本忠臣蔵 他 
1988 年 7 月 東海道四谷怪談、通し狂言 
関西で歌舞伎を育てる会第九回公演 
1989 年 5 月 新版歌祭文 他 
関西で歌舞伎を育てる会結成十周年記念公演 
1990 年 6 月 女形の歯 他 
関西で歌舞伎を育てる会第十一回公演 
1991 年 1 月 梶原平三誉石切 他 
三代目中村鴈治郎襲名披露初春大歌舞伎 
1991 年 2 月 妹背山婦女庭訓 他 
三代目中村鴈治郎襲名披露二月大歌舞伎 
1992 年 1 月 女鳴神 他 
松鶴改め六代目尾上松助襲名披露 





1993 年 1 月 假名手本忠臣蔵 
大序〜六段目昼の部・七段目〜十一段目夜の部、通し狂言 
1993 年 5 月 双蝶々曲輪日記 他 
四代目中村梅玉・九代目中村福助襲名披露五月大歌舞伎 
1993 年 7 月 双蝶々曲輪日記 他 
関西・歌舞伎を愛する会第二回公演 
1994 年 2 月 信州川中島 他 
片岡千次郎改め六代目上村吉弥襲名披露狂言 
1994 年 7 月 鳴神 他 
関西・歌舞伎を愛する会第三回公演 
1995 年 1 月 本朝廿四孝 他 
松竹百年記念初春大歌舞伎、五代目中村翫雀・三代目中村
扇雀襲名披露公演 
1995 年 7 月 源平布引滝 他 
松竹百年記念、関西・歌舞伎を愛する会第四回七月大歌舞
伎、市川染五郎名題昇進・初御目見得 
1996 年 7 月 絵本太功記 他 
関西・歌舞伎を愛する会第五回七月大歌舞伎 
1998 年 8 月 狐静化粧鏡 
関西歌舞伎中之芝居 





資料 11: 「関西で歌舞伎を育てる会」における座席料金公演記録 
回数 開催年 劇場 備考 
第 1 回 1979 年 5 月  朝日座 3,800 円、2,300 円、1,500 円 
第 2 回 1980 年 6 月 中座 4,000 円、3,000 円、2,000 円 
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京都 第 1回 1980 年 9 月 南座 4,000 円、2,100 円、1,100 円 
第 3 回 1981 年 6 月 中座 5,000 円、3,300 円、2,200 円、 
学生一等 3,900 円、学生二等 3,000 円 
京都 第 2回 1982 年 9 月 南座 昼：7,000 円、3,500 円、1,500 円 
夜：5,500 円、3,000 円、1,500 円 
第 4 回 1982 年 6 月 中座 5,500 円、3,500 円、2,300 円 
第 5 回 1983 年 6 月 中座 5,000 円、3,000 円、2,000 円 
第 6 回 1984 年 6 月 中座 6,000 円、3,700 円、2,500 円 
第 7 回 1985 年 6 月 中座 6,000 円、3,700 円、2,500 円、学生 4,700
円 
自主公演 1986 年 8 月 国立文楽劇場 7.000 円（統一料金） 
第 8 回 1987 年 6 月 中座 8,000 円、6,000 円、3,000 円、学生 6,800
円 
第 9 回 1988 年 7 月 中座 7,500 円、5,500 円、3,500 円 
第 10 回 1989 年 5 月 中座 8,500 円、5,500 円、3,500 円、 
学生一等 7,300 円 
第 11 回 1990 年 6 月 中座 9,000 円、5,800 円、3,500 円、 
学生一等 7,800 円 
第 12 回 1991 年 7 月 中座 10,000 円、6,000 円、4,000 円 
出典) 『演劇年鑑』、『松竹百年史演劇資料』、劇場パンフレットより筆者作成。 
 
資料 12: 「関西・歌舞伎を愛する会」における座席料金 
回数 開催年 劇場 備考 
第 1 回 1992 年 7 月 中座 11,000 円、7,000 円、5,000 円 
第 2 回 1993 年 7 月 中座 12,000 円、8,000 円、6,000 円 
第 3 回 1994 年 7 月 中座 13,000 円、9,000 円、7,000 円 
第 4 回 1995 年 7 月 中座 13,000 円、9,000 円、7,000 円 
第 5 回 1996 年 7 月 中座 13,000 円、9,000 円、7,000 円 
第 6 回 1997 年 7 月 松竹座 14,000 円、8,000 円、4,000 円 
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第 7 回 1998 年 7 月 松竹座 14,700 円、7,350 円、4,200 円 
第 8 回 1999 年 7 月 松竹座 14,700 円、7,350 円、4,200 円 
第 9 回 2000 年 7 月 松竹座 14,700 円、8,400 円、4,200 円 
第 10 回 2001 年 7 月 松竹座 14,700 円、8,400 円、4,200 円 
第 11 回 2002 年 7 月 松竹座 16,800 円、9,450 円、5,250 円 
第 12 回 2003 年 7 月 松竹座 14,700 円、8,400 円、4,200 円 
第 13 回 2004 年 7 月 松竹座 18,900 円、15,000 円、6,300 円 
第 14 回 2005 年 7 月 松竹座 21,000 円、10,500 円、6,300 円 
第 15 回 2006 年 7 月 松竹座 20,000 円、10,000 円、6,000 円 
第 16 回 2007 年 7 月 松竹座 15,750 円、8,400 円、4,200 円 
第 17 回 2008 年 7 月 松竹座 15,750 円、8,400 円、4,200 円 
第 18 回 2009 年 7 月 松竹座 15,750 円、8,400 円、4,200 円 
第 19 回 2010 年 7 月 松竹座 15,750 円、8,400 円、4,200 円 
第 20 回 2011 年 7 月 松竹座 15,000 円、8,000 円、4,000 円 
第 21 回 2012 年 7 月 松竹座 16,000 円、8,000 円、5,000 円 
第 22 回 2013 年 7 月 松竹座 16,000 円、8,000 円、5,000 円 
第 23 回 2014 年 7 月 松竹座 17,000 円、9,000 円、6,000 円 
出典) 『演劇年鑑』、『松竹百年史演劇資料』、劇場パンフレットより筆者作成。 
 
資料 13: 大阪松竹座新開場以降(1997～)の大阪松竹座における歌舞伎公演 
年 月 上演演目・備考 
1997 年 3 月 寿式三番叟 他 
松竹座新築開場記念柿葺落公演、文楽座大夫三味線出演 
1997 年 4 月 寿曽我対面 他 
松竹座新築開場記念柿葺落公演 
1997 年 5 月 菅原伝授手習鑑 他 
新築開場記念三部制興行 




1997 年 9・10 月 カグヤ 
スーパー歌舞伎 
1998 年 1 月 神霊矢口渡 他 
新築開場記念初春大歌舞伎 
1998 年 4 月 君が代松竹梅 他 
十五代目片岡仁左衛門襲名披露四月大歌舞伎 
1998 年 5 月 将軍江戸を去る 他 
十五代目片岡仁左衛門襲名披露五月大歌舞伎 
1998 年 7 月 傾城反魂香 他 
関西・歌舞伎を愛する会第七回、二代目尾上辰之助・五代
目尾上菊之助襲名披露公演 
1998 年 9・10 月 ヤマトタケル 
スーパー歌舞伎、読売テレビ開局４０周年記念 
1998 年 11 月 花桐いろは 他 
三代目中村梅玉五十年祭追善狂言 
1999 年 1 月 操り三番叟 他 
1999 年 2 月 菅原伝授手習鑑 他 
1999 年 3 月 假名手本忠臣蔵 
二代目中村鴈治郎十七回忌追善三月大歌舞伎、通し狂言 
1999 年 7 月 菅原伝授手習鑑 他 
関西で歌舞伎を育てる会・関西・歌舞伎を愛する会二十周
年記念、関西・歌舞伎を愛する会第八回 
1999 年 9・10 月 新・三国志 
スーパー歌舞伎 
2000 年 1 月 鳴神 他 
2000 年 5 月 源平布引滝 他 
2000 年 6 月 新・三国志 
スーパー歌舞伎 
2000 年 7 月 芦屋道満大内鑑 他 
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2000 年 9 月 義経千本桜 
市川猿之助九月大歌舞伎 
2001 年 1 月 碁太平記白石噺 他 
2001 年 2 月 菅原伝授手習鑑 他 
市川猿之助二月大歌舞伎 
2001 年 4 月 梶原平三試名剣 他 
十代目坂東三津五郎襲名披露四月大歌舞伎 
2001 年 5 月 怪談敷島譚 
2001 年 7 月 松寿操り三番叟 他 
関西・歌舞伎を愛する会第十回七月大歌舞伎 
2001 年 9・10 月 新・三国志Ⅱ 
スーパー歌舞伎 
2002 年 1 月 外郎売 他 
2002 年 2 月 南総里見八犬伝 他 
市川猿之助二月大歌舞伎 
2002 年 7 月 矢の根 他 
辰之助改め四代目尾上松緑襲名披露七月大歌舞伎、関西・
歌舞伎を愛する会第十一回 
2002 年 9 月 三国一夜物語 
九月花形歌舞伎 
2003 年 1 月 春調娘七種 他 
歌舞伎四百年壽初春大歌舞伎、二代目中村魁春襲名披露 
2003 年 7 月 高時 他 
関西・歌舞伎を愛する会第十二回 
2004 年 1 月 南総里見八犬伝 他 
2004 年 3 月 新・三国志Ⅲ 
スーパー歌舞伎 
2004 年 4 月* 心中天網島 他 
浪花花形歌舞伎（18 日〜25 日） 
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2004 年 10 月 新版歌祭文 他 
訪米歌舞伎凱旋公演十月大歌舞伎 
2004 年 11 月 伽羅先代萩 他 
十一月特別公演 
2005 年 1 月 相生獅子 他 
壽初春大歌舞伎 
2005 年 4 月* 菅原伝授手習鑑 他 
第二回浪花花形歌舞伎（16 日〜24 日） 
2005 年 5 月 ヤマトタケル 
スーパー歌舞伎 




2005 年 9 月 夢の仲蔵千本桜 
2006 年 1 月 源平布引滝 他 
壽初春大歌舞伎 
2006 年 4 月* 伊勢音頭恋寝刃 他 
第三回浪花花形歌舞伎（４日〜11 日） 
2006 年 7 月 信州川中島 他 
坂田藤十郎襲名披露七月大歌舞伎 
2006 年 10 月 染模様恩愛御書 
十月花形歌舞伎 




2007 年 4 月 敵討天下茶屋聚 他 
大阪松竹座新築開場十周年記念第四回浪花花形歌舞伎 
2007 年 7 月 鳴神 他 
大阪松竹座新築開場十周年記念七月大歌舞伎 関西・歌舞
伎を愛する会第十六回 
2008 年 1 月 芦屋道満大内鑑 他 
2008 年 2 月 京鹿子娘二人道成寺 他 
坂東玉三郎特別舞踊公演 
2008 年 4 月 妹背山婦女庭訓 他 
第五回浪花花形歌舞伎 
2008 年 5 月 ヤマトタケル 
スーパー歌舞伎 
2008 年 7 月 春調娘七種 他 
関西・歌舞伎を愛する会第十七回七月大歌舞伎 
2009 年 1 月 義経千本桜 他 
2009 年 2 月 毛抜 他 
二月花形歌舞伎 
2009 年 6 月* 保名 他 
市川海老蔵特別舞踊公演（３〜10 日） 
2009 年 7 月 NINAGAWA 十二夜 
大阪松竹座七月大歌舞伎 関西・歌舞伎を愛する会第十八
回 
2010 年 1 月 仮名手本忠臣蔵 
壽初春大歌舞伎、通し狂言 
2010 年 5 月 摂州合邦辻 他 
大阪松竹座團菊祭五月大歌舞伎 
2010 年 7 月 妹背山婦女庭訓 他 
関西・歌舞伎を愛する会結成三十周年記念七月大歌舞伎 




2011 年 2 月 彦山権現誓助剱 他 
二月大歌舞伎 
2011 年 5 月 女暫 他 
團菊祭五月大歌舞伎 
2011 年 7 月 播州皿屋敷 他 
七月大歌舞伎、関西・歌舞伎を愛する会 第二十回 
2011 年 9 月 悪太郎 他 
九月大歌舞伎 
2012 年 1 月 傾城反魂香 他 
壽初春大歌舞伎 
2012 年 2 月 慶安の狼 他 
二月花形歌舞伎 
2012 年 5 月 菅原伝授手習鑑 他 
團菊祭五月大歌舞伎 




2012 年 9 月 妹背山婦女庭訓 他 
中村勘太郎改め六代目中村勘九郎襲名披露九月大歌舞伎 
2013 年 1 月 正札附根元草摺 他 
二代目市川猿翁・四代目市川猿之助・九代目市川中車襲名
披露 壽初春大歌舞伎 
2013 年 2 月 新八犬伝 他 
二月花形歌舞伎 
2013 年 7 月 柳影澤螢火 他 
関西・歌舞伎を愛する会第二十二回、七月大歌舞伎 




2014 年 1 月 村松風二人汐汲 他 
坂東玉三郎 初春特別舞踊公演 
2014 年 4 月 空ヲ刻ム者 
スーパー歌舞伎 II 
2014 年 7 月 天保遊侠録 他 
関西・歌舞伎を愛する会第二十三回 七月大歌舞伎 
2014 年 10 月 GOEMON 
十月花形歌舞伎 
2015 年 1 月 寿曽我対面 他 
松竹創業 120 周年 中村翫雀改め四代目中村鴈治郎襲名披
露、壽初春大歌舞伎 






















     
    伝統芸能の普及振興のための事業として行っております。 
 
・担当：担当部署は： （ゆとりとみどり振興局・観光局） 






     伝統芸能の普及振興という点から、各学校に訪問し、歌舞伎の紹介、簡単な演
目の実施を行っています。 





     特に、区別をしておりません。 















     「関西歌舞伎」の復興につながっていることについて、評価しております。 
     また、本市も世話人の一人として、同会の会合に出席しているほか、七月大歌
舞伎公演の前触れとして行われる「船乗り込み」に参加しております。 
       
******************************************************************************* 





「2014年度博士学位申請論文：観光資源としての関西歌舞伎」          
ページ 行 誤 正 





第 1章 はじめに 
p.1 1行目 関西歌舞伎の復興 歌舞伎興行の復興 
p.1 脚注 2の 2行目 若手俳優の構成で 若手俳優の構成による 
p.1 脚注 3 「南座」で 「南座」に 
p.3 脚注 13 2.4.2。 3.4.2。 
p.4 下から 1行目 関西歌舞伎の復興 歌舞伎興行の復興 
p.6 3行目 国民的財産としての 国民的財産という 
p.7 10行目 政治的圧力として 政治的圧力による 
p.13 6行目 使用者解釈 使用者の解釈 
p.13 脚注 75  脚注 76と重複のため削除。 










p.27 15行目 関西歌舞伎の復興 歌舞伎興行の復興 
p.27 17行目 関西歌舞伎が復興 歌舞伎興行が復興 
p.29 3行目 関西歌舞伎の復興 歌舞伎興行の復興 
p.29 下から 3行目 関西歌舞伎の復興 歌舞伎興行の復興 
p.32 15行目 関西歌舞伎の復興 歌舞伎興行の復興 
p.33 9行目 関西歌舞伎の復興 歌舞伎興行の復興 
p.33 14行目 関西歌舞伎の復興 歌舞伎興行の復興 
p.36 3行目 という名の という筆名の 
p.38 4行目 停滞の関西歌舞伎 停滞の歌舞伎興行 
p.39 5行目 同時に 同誌に 
p.39 下から 2行目 関西歌舞伎の復興 歌舞伎興行の復興 
p.39 下から 2行目 読み取れる。 読み取ることができる。 
p.48 7行目 いいかわからかった。 いいかわからなかった。 
p.52 7行目後半 高度成長に 高度成長期に 
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p.57 下から７行目 1982年 1981年 




p.63 7行目 関西歌舞伎の復興 関西歌舞伎 
p.65 下から 4行目 関西歌舞伎の復興 関西歌舞伎 
p.67 2行目 関西歌舞伎の復興 関西歌舞伎 
p.67 下から 2行目 関西歌舞伎の復興 関西歌舞伎 
p.71 5行目 編まれた 所収の 
p.71 10行目 6章 第 6章 
p.74 下から 8行目 4章 第 4章 
p.76 下から 1行目 4章 第 4章 
p.84 下から 1行目 6章 第 6章 
p.85 3行目 2章 第 2章 
p.90 11行目 中座が 1,032隻を、 中座は 1,032席を有し、 
p.88 6行目、9行目 松竹座 大阪松竹座 
p.88 下から 5行目 「 松 竹 百 年 記 念 事
業 ・・・」 
松竹が、「松竹百年記念事業・・・」 
p.95 9行目 関西歌舞伎の復興 関西歌舞伎 
p.95 16行目 関西歌舞伎の復興 歌舞伎興行の復興 
p.95 脚注 422 当時のである。 当時のものである。 
p.96 5行目 関西歌舞伎の復活 歌舞伎興行の復興 
p.96 10行目 観客動員に このことは観客動員へ 
p.96 下から 4行目 開演期間に 同会の実践は、開演期間に 
p.99 8行目 3点目 2点目 
p.99 9行目 4章で 第 4章で 
p.100 1行目 (注 : 同会が初めて観劇
をしたということから) 
(注: 同会の斡旋によって) 
p.102 4行目 創刊後 創刊号 





p.102 脚注 446 平成 7年 1995年 
p.103 下から 2行目 関西歌舞伎の復興 歌舞伎興行の復興 
p.106 脚注 453 東京での歌舞伎興行での 東京の歌舞伎興行の 
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p.107 2行目 夜の部が 夜の部の 
p.107 11行目 関西歌舞伎の 歌舞伎の 





p.114 下から 4行目 関西歌舞伎の復興 歌舞伎興行の復興 




p.117 下から５行目 動労組合 労働組合 
p.119 脚注 496 平成 4年 1992年 
p.123 12行目 勘九郎時代を 前名の勘九郎時代を 
p.124 7行目 東京新聞は 東京新聞に 
p.125 9行目 すなわち、 すなわち歌舞伎ブームは、 
p.126 1行目 1994年 1993年 
p.126 3行目 前年 1993年 
p.126 下から 4行目 関西歌舞伎の復興と価値
づけ 
関西歌舞伎の価値づけ 
p.130 11行目後半  「ここまで」の文を 12 行目へ改
行 
p.134 下から 5行目 「関西歌舞伎の復活」 歌舞伎興行の復興 
p.134 下から 3行目 関西歌舞伎の復興 歌舞伎興行の復興 
p.134 下から 2行目 本稿ではこの 本稿ではこの歌舞伎興行における 
p.135 下から 9行目 顔見世興行の 南座の顔見世興行の 
p.136 下から 8行目 以下の論考 以下の論稿 
p.137 3行目 この劇場 両劇場 
p.141 6行目 関西歌舞伎の復興 歌舞伎興行の復興 
p.141 8行目 関西歌舞伎の復興 歌舞伎興行の活性化 
p.146 下から 10 行
目 
関西歌舞伎の先見性 観光資源としての先見性 
p.146 下から 6行目 明らかした。 明らかにした。 
p.146 下から 5行目 関西歌舞伎が復活した 歌舞伎興行の復興 
p.147 10行目 「関西歌舞伎の復興」 「大阪における歌舞伎興行の復
興」 








p.150 下から 4行目 副次的な価値 副次的な観光資源としての価値 




p.177-180 巻末資料 7 和暦表記 西暦表記 
 
